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第1章 　 緒 言

余 ハ 曩 ニ,第1囘 報 告66)ニ 於 テ五 日熱 ト診 定 セラ レタル症 例 ニ就 テ,臨 牀 的研 究 ヲ遂 ゲ其 ノ

結 果 ノ一般 ヲ發 表 セ リ.

次 デ,更 ニ進 ン デ 該 患 者 ノ 血 液,尿,腦 脊 髓 液 等 ヲ以 テ セ ル 實 驗 的 研 究 ヲ企 テ,稍 々 注 目 ス

ベ キ成 績 ヲ得 タ ル ヲ 以 テ,以 下 順 次 之 ガ記 述 ヲ 爲 シ,大 方 ノ 高敎 ヲ仰 ガ ン ト欲 ス.

今 次 ノ歐洲 大 戰 ニ於 ケル五 日熱 ノ大 流 行 ニ際 シ,是 ニ關 スル業 績 ノ發表 セ ラ レタ ル モ ノ枚 擧 ス ル ニ遑 ナ

ク,其 中 觀 ル可 キ モ ノ少 カ ラズ ト雖,時 宛 モ干 戈 ノ間 ニ在 リシ ヲ以 テ,臨 牀 的 研究 ノ比 較 的 盡 サ レ タル ニ反

シ,實 驗 的研 究 ハ何 レモ大 同 小 異 ニ シテ,内 容 簡 單,遺 憾 ノ點 少 シ トセ ズ.偶 々1917年 末 ニ至 リ,英 米 兩

國 始 メテ 研究 團 ヲ組 織 シ,本 症 ノ實 驗 的 研 究 ニ着 手 ス ル ニ至 リ,精 細 ニ亙 レ ル報 告 陸續 ト シテ 相 踵 ゲ リ.即

チ,米 國 側 ニ ア リテ ハ11), 1917年10月Parisニ 於 ケル 赤 十字 醫學 調 査 會 ノ最 初 ノ會 議 ニ於 テ, Strong氏 ハ

命 ズル ニ,五 日熱 ノ調 査 ヲ以 テ シ,西 部 戰 線 ニ於 ケル 聯 合 軍 ノ間 ニ流 行 ス ル傳 染 性 疾 患 ノ豫 防 ニ關 ス ル 問

題 ヲ研 究 セ シ メ,後 英 國 遠 征 軍 醫 學 調査 會 ト協 力 シ, 1918年2月4日 實 驗 ヲ開始 セ リ.而 シテ 其 ノ業 績 ハ

Trench Fever Report of Commission, Medical Research Committee, American Red Crossト シテOxford

 University Press, 1918ニ 發 表 セ ラ レ タ リ.英 國 側 ニ於 テ ハ1917年11月Bruce11)氏 ヲ委 員 長 ト シ, Ark

wright, Bacot, Barnard, Byam, Ledingham氏 等 是 ニ加 ハ リ,最 初 ノ會 議 ヲ同 年11月12日Hampstead

 Military Hospitalニ 於 テ開 催 セ リ.其 ノ研 究 ニ際 シテ ハByam氏 ヲ主 任 トシ,以 上 諸 氏 ノ外Carroll,

 Churchill, Dimond, French, Lloyd, Peacock, Sorapure, Wilson,氏 等 之 ニ參 加 セ リ. Arkwright, Bacot,

 Ledingham氏 等 ハ特 ニ疾 病 ノ蔓 延 ト蝨 ノ關 係 及 ビ所 謂Rickettsia-bodyト 五 日 熱 トノ 關 係 ヲ擔 當 シ,

 Barnard氏 ハ血 液 ノ顯 微 鏡 的 試 驗 竝 ニ濾過 及 ビ病 原體 ニ對 ス ル紫 外 光線 ノ作用 ニ就 キ,研 究 團 ニ絶 大 ナル

援 助 ヲ與 ヘ タ リ.本 會 議 ハ 毎週 行 ハ レ, 1920年1月19日 ニ開 催 サ レ シモ ノ ヲ最 後 ト シテ前 後83囘 ニ及 ビ,

其 ノ研 究 業蹟 ハ多 數 ノ研 究員(Arkwright, Bacot & Duncan2,3); Byam14); Ledingham32); Llyod34); Wilson

 & Carroll65))ニ ヨ リテ頻 々 ト報 告 サ レ, 1921年11月Bruce11)氏 ニ ヨ リテ 發表 サ レ タル總 括的 報 告 ニ依 リ

テ,一 段 ノ進 展 ヲ見 ル ニ至 レ リ.

我 ガ 國 ニ於 テ ハ,大 正14年(1925)加 來29)氏 ノ報 告 ア リ.次 デ翌 年稻 田敎 授 等25),及 ビ昭 和2年 吉 野67)氏

ノ研 究 業 績 出 デ,本 邦 ニ於 ケル五 日熱 ノ存 在 稍 々確 實 トナ リ,一 般 醫 界 ノ注意 ヲ喚 起 ス ル ニ至 リ シ コ ト,第

1篇 第1章 ニ於 テ 既 ニ之 ヲ述 ベ タ リ.

余 ガ爰 ニ記 述 ス ル ハ大 正15年10月(1926)稻 田,吉 野 氏 等 ト相 前 後 シテ 遭 遇 セ ル 五 日熱 患 者

例 ニ シテ 本 實 驗 的 研 究 ノ,幸 ニ シ テ後 日斯 病 研 究 ノ一 資 料 トモ ナ ラバ,筆 者 ガ欣懷 實 ニ之 ニ 過

グ ル モ ノ 無 キ ナ リ.

第2章 　 文 獻 概 説

五日熱ノ病理學的研究 ニ關 シテハ,多 數學者ノ業績 アリ.其 ノ病原體檢索 ニ向 ツテハ,患 者

ノ血液並ニ尿 ニ就テノ精密ナル細菌學的研究,殊 ニ此等 ヲ材料 トシテ直接又ハ間接(蝨 ヲ介 シ

テ)ニ,人 體及 ビ動物ニ施 セル感染試驗等,多 大 ナル努力ノ拂 ハレタルニ拘 テズ,其 ノ結果區々
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ト シ テ,未 ダ 歸 一 ス ル 所 無 シ.今,其 中 主 要 ナ ル 業 績 ノ2-3ヲ 摘 記 ス可 シ.

Werner58)氏 ハ始 メ本 病 傳染 ニ關 シテ 「マ ラ リア」或 ハ 囘 歸 熱 ノ際 ノ如 ク,昆 蟲 殊 ニ蝨 或 ハ 南 京 蟲 ニ因 ル媒

介 ヲ疑 問 視 シ, 1例 ニ於 テ,囘 歸 熱「ス ビ ロヘ ーテ 」ニ類 似 セ ル小體 ヲ發 見 セ リ.他 ニ同 氏 ハBenzler60,61)氏

ト共 ニ嫌 氣 性 培 養 ヲ行 ヒ,多 數 ノ場 合 ニ於 テ,葡 萄 状 球 菌 ノ1/4-1/3直 徑 ニ シテ,普 通 ノ色 素特 ニGiemsa

氏液 ニ最 モ 良 ク染 色 セ ラ ル ル小體 ヲ認 メテ病 原 體 ト爲 シ,此 ヲStrongyloplasmen febris quintanaeト 稱 セ

ル モ, Knack30)氏 ハ其 ヲ以 テ,赤 血球 ノ變 性産 物 ナ リ ト シテ 反 駁 セ リ. Korbsch31)氏 亦2例 ニ於 テ,發 作 時

患者 稀 釋 血液 懸 滴 中 ニ於 テ,激 シク分 子 運 動 ヲ營 ミ,血 液 塗 抹 標 本 ニ於 テ, Giemsa氏 液 ニ 染 色 性 ヲ有 ス ル

彎 曲 セル7-10μ 長 ノFadchenヲ 認 メ,以 テ 之 ヲ病 原體 ト爲 セ リ.

其 他「ス ピ ロ ヘー テ」ヲ認 メテ 病 原 體 ト目 セ ル者 ニ, Jungmann26-28), Muller38,39), Riemer42), Topfer56-57)

等 ノ諸 家 ア リ.即 チJungmann氏 ハ1例 ニ於 テ,發 作 中1囘 「ア ヅ ール ロー ト」 染 色 ニ依 リテ 是 ヲ認 メ,

 Muller氏 ハGiemsa氏 染 色 標 本 ニ於 テ,「 ア フ リカ」囘歸 熱 ノSpirochaete Duttoniニ 類 似 セ ル 「ス ピ ロヘ

ーテ 」ニ遭 遇 シ, Riemer氏 ハLoffler氏 染 色 液 ニ染 色 スル「ス ピ ロヘ ー テ」類 似 ノ微 生 體 ヲ發 見 シ,其 ノ培 養

ニ成 功 セ リ ト謂 フ.

Jungmann & Kuczynski26)氏 ハ,五 日熱 患 者血 液 中(主 トシテ 濃塗 標 本 ニ於 テ)及 ビ患 者 血 液 ヲ以 テ 感 染

セ シ メ タル海 〓 及 ビ「マ ウ ス」ノ血 液,脾 臟,肝 臟 ニ於 テ,赤 血球 直徑 ノ1/6-1/4=1-2μ ヲ有 ス ル雙 球 菌 類

似 ノ小體 ヲ認 メ, Brasch10), Galambos & Rozek20)氏 等 モ,亦 殆 ド以上 ト同 様 ナ ル モ ノ ヲ證 明 セ リ. Zollen

kopf68)氏 ハMay-Grunwald氏 染 色 法 ヲ行 ヘル 赤 血球 中 ニ,發 作 時 殆 ド常在 性 ニ,微 細 ナ ル靑 色 ノ小 點 及 ビ

桿状體 ヲ認 メ タル モ, Gutmann21)氏 ハ疾 病 ノ種 々 ノ時 期 ニ採 取 セ ル血 液 塗 抹 標 本,濃 塗 標本 及 ビ 懸 滴 標 本

ニ於 テ,病 原體 ヲ採索 ス ル モ,遂 ニ諸 家 ノ擧 ゲ タ ル ガ如 キ 病 原 體 ヲ發見 ス ル ニ至 ラ ズ,培 養 試 驗 亦 陰 性 ナ リ

シヲ報 ゼ リ. Harpfer23)氏 ハ 精 細ナル 細菌 學 的 檢 索 ヲ行 ヒ,培 養 上,從 來 五 日熱 病 原體 トシテ 記 載 セ ラ レ タ

ル總 テ ノ小 體 ハ同一 物 ナ ル モ,各 々其 ノ發 育 時 期 ニ ヨ リ異 レル 形態 ヲ示 セ ル ニ因 ル モ ノナ リト結論 セ リ.

Kuczynski26,27), Munk40,41), Topfer57)氏 等 ハ 患者 血 液 ヲ刺 螫 ニ ヨ リ吸 引感 染 セ ル蝨 ノ胃 上皮 細 胞 ニ於 テ,

 Rocha-Lima43)氏 ノ發疹 「チ フ ス」蝨 ニ發見 セルRickettsia Prowazekiニ 極 メテ 類 似 セ ル微 生 體 ヲ證 明 セ ル

モ,未 ダ人 體 ニ同 病 原 體 ヲ發見 ス ル コ ト能 ハ ザ ル ヲ以 テ,果 シテ 本 病 ノ病 原 體 ナル ヤ 否 ヤ 疑 問 ナ リ トセ リ.

斯 ノ如 ク,病 原體 ニ關 スル報 告 ハ 區 々 ニ シテ,何 レヲ眞 ナ リ ト斷 定 ス ル能 ハザ ル モ,病 原 體 ノ主 トシテ 患

者 血液 或 ハ屎 尿 等 ノ排 泄 物 中 ニ存 在 セ ル 事實 ハ,後 述 諸 家 ノ周 到 ナ ル感 染 試 驗 ニ由 リテ 略 首 肯 スル ヲ 得 ベ

シ.

最 初 ニ,該 方 面 ノ研 究 ニ着 手 セ シハ,英 國 ノMcNee, Renshaw & Brunt36)氏 ニ シテ,既 ニ1916年2月,

英 國 軍隊 ニ於 テ人 ヨ リ人 ニ血 液 接 種試 驗 ヲ行 ヒテ 成 功 シ,殊 ニ傳 染 性 血 液 ヨ リ得 タル 血 漿 或 ハ 血淸 ノ血 色

素 色 ヲ呈 セザ ル モ ノハ,活 動 性 病 原體 ヲ含 マザ ル モ,此 ニ反 シテ,赤 血 球 ハ5囘 洗 滌 シ タル 後 ニ於 テ モ傳 染

性 ヲ有 シ,又 病 原體 ヲ含 メル モ ノニ於 テ モBerkefeld氏 濾 過 器 ヲ通過 セ シ メタ ル モ ノハ,傳 染 力 ナ キ ヲ實

驗 セ リ.是 ニ次 デ,獨 逸學 者 中, Werner & Benzler60)氏 ハ始 メ1健 康 人 ノ皮 下 ニ,高 熱 時 血 液0.25cc宛 ヲ

2囘 接 種 シ, Jungmann28)氏 ノ如 ク,特 有 ナ ル體 温 上 昇或 ハ寄 生 體 所 見 ヲ認 メザ リシ モ,後,發 作 時 血 液0.5

ccヲ 實 驗 者 各 自家 ノ筋 肉 内 ニ注射 シ,何 レモ20-23日 ノ後,臨 牀 上 症 候(脛 骨 痛,腰 痛,筋 痛,倦 怠 等)ト

共 ニ.突 然體 温38℃ 以 上 ニ上 昇 シ, 1人 ハ 特 有 ナ ル 熱 型 ヲ持 續 セ ル ヲ見 タ リ. Strisower50)氏 ハ 患 者 發 作 時
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血 液7.0-7.5ccヲ 健 康 人 ノ筋 肉 内 ニ 注射 シテ, 9例 中5例 ニ於 テ,一 定 ノ潜伏 期 ノ後,定 型 的 ノ五 日熱 發 作

ヲ起 シ得Bruce11), Byam & Lloyd12,13), Swift51,52)氏 等 ハ,血 液 以外 患 者 ノ尿或 ハ 喀痰 中 ニ モ,病 原體 ノ

存在 セ ル ヲ推 シ,其 等 材 料 ヲ擦 過 セ ル人 體 皮 膚 面 ニ接 種 シテ,五 日熱 ヲ感 染 セ シ メ得 タ リト云 フ.

動 物 ニ對 シテ モ,種 々 ノ接 種試 驗 試 ミラ レ タル モ,動 物 ノ種 類 ニ ヨ リ感 染率 ニ差 ア リ(Bruce11))テ,一 貫

セル結 果 ヲ得 ル ニ至 ラズ.

猿 ニ於 テ ハ,其 ノ感 受性 未 ダ確 實 ナ ラ ズ. Arkwright1)氏 ハ 感 染 性 ヲ有 ス ル排 泄 物 ヲ,猿 ニ接 種 シテ陰 性 ノ

成 績 ヲ得 タル モ, Schilling45)氏 ハMakakoノ 腹 腔 ニ枸 櫞 酸 曹達 加 血 液5.0ccヲ 注 射 シテ, 21日 目 ニ短 期 持

續 ノ輕 度 熱 上 昇 ヲ見 タル ヲ報 ゼ リ.

Werner & Benzler60,61)氏 ハ,始 メ「マ ウス」ニ,一 部 ハ皮 下,一 部 ハ 腹 腔 ヨ リ傳 染 セ シム可 ク試 ミタ ル モ

常 ニ陰 性 ノ結果 ヲ得, 2頭 ノ犬 及 ビ1匹 ノ海〓 ニ於 テ モ,同 樣 ノ成 績 ヲ得 タ リ.後 岡 氏 等 ハ, 4週 間 嫌 氣 性 培

養 ヲ行 ヒ シ患 者 血 液 ヲ,猫 及 ビ家 兎 ノ靜脉 内或 ハ 筋 肉 内 ニ注射 シテ,五 日熱 々 型 ヲ想 起 セ シム可 キ 體 温 曲

線 ヲ起 サ シム ル ニ成 功 セ リ.

Rochi-Lima40)氏 ハ 海〓 ニ患 者 血 液0.5-1.0ccヲ 注 射 シテ 陽 性 成 績 ヲ得, Topfer57)氏 ハ 患 者 血 液5.0cc宛

ヲ海 〓 ノ腹 腔 ニ 注射 シ,其 際,發 疹「チ フス」患 者 血液 ヲ以 テ 處 置 セ ル陽 性 動 物 ト同 樣 ノ熱 型 ヲ得 タ リ.

Strisower50)氏 ハ 海 〓 及 ビ家 兎 ノ腹 腔 内,皮 下 或 ハ筋 肉 内 ニ,患 者 血 液 ヲ反 復 注射 セ シニ,個 々 ニ 於 テ ハ

多 少 ノ熱 上 昇 ヲ認 メタ ル モ ノ アル モ,多 ク ハ 全 ク陰 性 ニ終 レ リ.之 ニ反 シテ,猫 ニ於 テハ 患 者 血 液10.0cc

ヲ筋 肉 内 ニ注 射 シテ, 7-14日 ノ後,體 温 上 昇,食 慾 減退,羸 痩 ヲ來 シ,激 シキ「テ タニ ー」樣 痙 攣 或 ハ後 肢

ノ完 全 麻 痺 ヲ起 シ,時 ニ ハ側 臥 位 トナ リ廻轉 運動 ヲ試 ミ,遂 ニ急 劇 ナ ル體 温 下 降 ト共 ニ死 ス ル ヲ見,「 マ ウ

ス」ニ於 テ ハ0.3-0.7ccノ 發 作 時 血液 ヲ腹腔 内或 ハ背 部皮 下 ニ注 射 シテ 數 時 間 後 或 ハ 多 クハ翌 日始 メテ,毛

ヲ逆 立 テ頭 部 ニ振 顫 樣運 動 ヲ起 シ,眼 裂 ヲ細 ク シテ 蹲 踞 シ,防 禦運 動 不 活溌 トナ リ,後 ニハ 後 肢 麻 痺 ヲ起

シテ 死 ニ 至 ル ヲ認 メ,亦 罹 患 「マ ウ ス」 ノ脾 臟 乳 劑 ヲ注 射 シテ,他 ノ 「マ ウ ス」ニ感 染 セ シ メ得 ル ヲ實 驗 セ

リ.

以 上 ノ實 驗 ノ外,患 者 ノ皮 膚 ニテ飼 養 セ ラ レタ ル蝨 ヲ他 人 ニ使 用 シテ 感 染 セ シ メ(Bruce11), Byam &

 Lloyd13), Davies & Weldon15), Jungmann & Kuczynski26,27), Strisower50), Werner & Benzler60,61)),或 ハ

罹 患者 ノ生 活状 態,季 節 的關 係 等 ヨ リ其 ノ傳 染經 路 ヲ觀 察 シテ,其 ノ原 因 ヲ蝨 ノ螫 傷 ニ ヨ ル 病 原體 ノ人 體

内浸 入 ニ因 ル トナ セ リ.而 シ テ斯 ク蝨 ニヨ リテ 傳 搬 セ ラル ル 病 原體 ヲ 以 テ,濾 過 性 ナ リ ト説 ク モ ノ ア リ

(Amer. Red Cross Res. Comm.54), Bradford Bashford & Wilson9), Jungmann & Kuczynski26-28),

 Swift51,52)),或 ハ 然 ラズ ト爲 ス モ ノア リ(Bruce11), McNee Renshaw & Brunt36)).

飜 ツテ 我 ガ 國 ニ於 ケ ル文 獻 ヲ觀 ル ニ,加 來29)氏 ハ其 ノ例 ニ於 テ,臭 蟲 ノ寄 生 ヲ受 ケ,病 毒 感 染 ノ 機 ヲ得

タ リ ト爲 シ,稻 田敎 授25)等 ハ 病 原 體 ニ就 テ ハ,檢 索 ニ努 力 ス ル モ陰 性 ニ シテ,海 〓 及 ビ「マ ウ ス」ニ血 液,尿 ヲ

接 種 シテ 陽 性 ノ成 績 ヲ得,尚 ホ罹 患 海 〓 及 ビ「マ ウ ス」ノ血液,肝 臟,脾 臟,腎 臟 乳 劑 ヲ「マ ウ ス」ノ 皮下 或 ハ

腹 腔 内 ニ注射 シ,陽 性 成 績 ヲ得 タ ル ヲ記 セ リ.吉 野67)氏 ハ2症 例 ニ於 テRickettsia quintanaハ 發見 シ得 ザ

リシモ, Romanowski-Giemsa氏 染色 法 ニヨ リ染 色 ス ルProtozoaニ 屬 ス可 キ微 生 體 ヲ發 見 シ,恐 ラ ク病 原

體 ナ ラ ン ト謂 ヒ,又 患 者 血 液 ヲ海 〓 及 ビ家兎 ニ接 種 シ,陽 性成 績 ヲ得 タル ヲ報 ゼ リ,
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第3章 　實 驗 成 績

第1節 　 一般實驗方法及 ビ感染症状

實驗動物 ニハ,始 メ感受性比較的強 シトセ ラレタル(第5章 第4節 第4項 參 照)海 〓 ノ體重300-500gr

ナルモ ノ及 ビ「マウス」ノ成熟 セルモノヲ使用セ シモ,後 ニ至 リ感受性 ニ乏 シ トセ ラレタル(第5章 第4節 第

4項 參照)家 兎 ノ體重主 トシテ300-1000grノ 幼若 ナルモノヲ選 ベ リ.而 シテ其 ノ頭數,海 〓89頭,「 マウス」

120頭,家 兎53頭 ヲ算 セ リ.之等試 驗動物 ハ豫 メ一定 ノ期間飼育觀 察 シタル後,實 驗 ニ供セルハ勿論ナ リ.

接種材料ハ,患 者血液,尿,腦 脊髓液 ヲ以テ シ,之 ヲ前記諸動物 ニ後述 ノ方法 ニ依 リテ接種 シ,更 ニ其 ノ

試 驗動物中,成 績陽性 ナリシモ ノヨ リ,其 ノ血液及 ビ肝臟,脾 臟,腎 臟,骨 髓等 ノ臟器乳劑 ヲ作 リ,是 ヲ同

一 方法 ニテ,他 健康動物 ニ接種 セ リ.以下 陽性試獸 ニ就 キ,同 樣 ノ實驗 ヲ,代 ヲ累 ネテ施行セ リ(累代試驗),

而 シテ便宜上患者材料 ヲ直チニ動物 ニ接種 シタルヲ,第 Ⅰ代實驗 ト呼 ビ,累 代試驗ハ代 ヲ趁 ヒテ第 Ⅱ 代,

第 Ⅲ 代 ト稱 フペシ.

患者ノ血液 ハ,主 トシテ正中靜脉 ヨリ無菌的 ニ採取 シ,尿 及 ビ腦 脊髓液 モ法 ノ如 ク 無菌的操作 ノ下 ニ採

取セ リ.

累代試 驗ニテハ,陽 性試獸 ニ就キ,血 液ハ概ネ無菌 的ニ心臟穿刺 ニヨ リ或 ハ 左右頸動脉 ヨ リ採取 セルモ

ノヲ使用 シ,肝 臟,脾 臟,腎 臟,骨 髓等 ニ於テハ,此 ヲ無菌的 ニ剔出 シ, 0.85%滅 菌 食鹽水 ニテ約10倍 ノ乳

劑 ト爲 シテ使用 セ リ(材料 ノ多寡 ニヨリテ,時 ニ濃薄 ノ差 ヲ生 ジタ リ).

一般接種方法　接種部位ハ背部皮下或ハ腹腔 ヲ選 ビタリ.接 種量ハ「マウ ス」ニ於 テハ,大 小 ニ應 ジテ0.2

-0 .4cc時 ニハ0.7ccト シ,海 〓及 ビ家兎 ニ於テ ハ,血 液及 ビ臟器乳劑共 ニ,體 重100grニ ツキ略0.7ccノ

割 合 タラシメタ リ.接 種後試獸 ノ保温,淸 潔,食 餌等 ニ關 シテハ,特 別 ノ注意 ヲ拂 ヒタルハ言 ヲ俟 タズ.海

〓及ビ家兎 ニ於 テハ,接 種後毎 日或 ハ隔 日朝空腹時 ニ體重 ヲ測定 シ,午 前午後2囘Zeal氏 檢 温器 ヲ用ヰ,肛

門 ニ於テ檢温セ リ.且數 日ヲ隔テ テ血液 ヨ リ,塗抹 標本,濃 塗標 本及 ビ懸滴標本 ヲ製 シ,種 々ノ染色 ヲ施 シ,

或 ハ暗視野装置 ヲ應用シ,又 ハ別 ニ血液 ノ培 養試驗 ヲ施 シテ 病原體 ノ檢索 ニ努 カ シ,他 方 白血球 數及 ビ其

ノ種別 ヲ檢 シ、尚 ホ試獸 ノ不意 ニ高熱 又ハ低温 ヲ示セル時及 ビ衰 弱 ノ兆 ノ現ハ ルルヤ,髓 時以上 ノ檢査方

法ヲ施行セ リ.其 ノ他,試 獸中特殊 ノ症状 ヲ呈スル モノア ラバ,其 ノ都度其 ノ状態 ヲ寫眞 ニ撮影 シ,且 時間

的 ニ連續 シテ觀察セ ンガ爲 メ,活 動寫 眞 ノ撮影 ヲモ併用セルモ ノア リ.

罹患症状　實驗動物中,該 病毒 ニ感染 セシモ ノニ於テハ,一 定 時 日ノ後,各 自特有 ナル症状 ヲ現ハ セ リ.

即チ海〓 ニ於テハ,多 クハ白血球增 多(910-12300)ヲ 示 シ,而 シテ各 白面球種別 ニ關 シテハ,中 性嗜 好顆粒

白血球 ハ增加(14.0-37.3%)シ,淋 巴球ハ減少(12.0-39.3%)シ,大 單核細胞及 ビ「エオ ジン」嗜 好細胞,鹽 基

性嗜好細胞ニ於 テハ,經 過 ト共 ニ多少 ノ增加 ヲ認 ムル ヲ得 タ リ.動 物ハ食慾衰 へ,體 重ハ減少(10-145gr)

シ,一 般運動ハ極 メテ緩漫 トナ リ,四肢殊 ニ主 トシテ後肢 ノ麻 痺 ヲ起 シ,運 動 ノ際 ニハ兩後肢 ヲ引摺ルガ如

タ或 ハ跛行 スルガ如 ク,次 第 ニ元 氣衰 へ,終 ニハ刺戟 ヲ加 フルモ,逃 避運 動或 ハ防禦運 動ヲ充分 活溌 ニ行 フ

コト能 ハズ,毛 ヲ逆 立テ,頭 ヲ垂 レテ蹲踞 シ,後 ニハ全身痙攣 ヲ起 シテ匍匐スルニ至 ル.此 ノ他體温 ノ上昇

ヲ見.中 ニハ一定 ノ間隔 ヲ有 スル發作性 ノ發 熱ヲ示 セルモノア リ.

「マウス」ニ於テモ,海〓 ト同樣食慾 ヲ減 ジ
,元 氣衰 へ,頭 ヲ垂 レ,眼 裂ヲ細 メテ蹲踞 シ、 時ニハ後肢 ノ麻
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痺 ヲ見 ルモ,前 者 ノ如 ク死ニ至 ルモノ少 ク,數 日ヲ經テ恢復 スル ヲ多 シ トス.

家兎ニ於テモ,概 ネ海〓 ト同樣 ノ症状 ヲ呈 スルモ,後 肢麻痺 ノ初期 ニ於テハ,停 止位 ニ於テ兩後肢 ノ爲 ス

角度增大 シ(即チ體重 ヲ支 フル後肢 ノ力減少セル ヲ示ス),前 進運 動 ニ際 シテモ,後 肢 ノ前肢 ノ運動 ニ追髓セ

ザ ルヲ特異 トス.其 ノ麻 痺 ノ度ハ,前2者 ニ比 シテ遙 ニ著明ナ リ.

第2節 　發 作 時 血 液 ヲ以 テ セ ル 實 驗 　 其1(第1圖 及 ビ第1表 参 照)

第1項 　實 驗 方 法

〔第 Ⅰ代 〕　大正15年11月3日,發 作時(發 熱38°5C至)ニ 於 ケル血液25.0ccヲ 患者 ノ正中靜脉 ヨ リ無

菌的 ニ採取 シ, 4.0cc宛 ヲ其儘直 ニ,海 〓第1號-第6號(M. Nr. 1-6ト 記 ス.以 下之 ニ準 ズ.)ノ 腹腔或 ハ

皮下 ニ接 種セ リ.

〔第 Ⅱ 代 〕　以 上實 驗 ニ於 ケル罹 患試 獸 中, M. Nr. 1. 3. 5. 6ヲ 選 ビ,之 等 ノ死 ニ瀕 ス ル ヤ 屠殺 シ,或 ハ

死 直 後 ニ 血液 及 ビ肝 臟,脾 臟,腎 臟 ノ10倍 無 菌 的 食 鹽 水 乳 劑 ヲ作 リ,或 ハ 是 ヲChamberland氏 濾 過 器 ヲ

以 テ,約60氣 壓 ノ下 ニ30-50分 間處 置 シテ 得 タル無 菌 的 濾液 ヲ,他 ノ健 康 海 〓M. Nr. 7-15及 ビ「マウ ス」

第1號 及 ビ第2號,第9號-第14號,第19號-第24號,第50號-第57號(Ms. Nr. 1, 2, 9-14, 19-

24, 50-57ト 記 ス.以 下 之 ニ準 ズ.)ノ 腹 腔 或 ハ 皮 下 ニ接 種 セ リ.其 ノ接 種 量 ハ,血 液 及 ビ臟 器 乳 劑 ハ,海 〓

ニ於 テ2.0cc,「 マ ウ ス」ニ於 テ0.3-0.7cc宛,濾 液 ハ,海 〓 ニ於 テ4.0-5.0cc,「 マ ウス」 ニ 於 テ2.0cc宛 ト

爲 セ リ.

〔第 Ⅲ 代 〕　第 Ⅱ 代 接 種試 獸 中,成 績 陽 性 ナ リシMs. Nr. 10, M. Nr. 7, 8ノ 血 液,肝 臟,脾 臟,腎 臟 及

ビ骨 髓 ヲ,前 述 ト同 一 ノ方法 ニテ, Ms. Nr. 15-18, 81-92ノ 腹 腔 或 ハ 皮下 ニ接 種 セ リ.其 ノ接 種最 ハ既 ネ

0.15-0.5ccナ ル モ, Ms. Nr. 10ノ 脾 臟 ハ 少 量 ナ リシ爲 メ,之 ヲ全 部Ms. Nr. 16ニ 接 種 セ リ.骨 髓 ハM. Nr.

 8ノ 兩 大腿 骨 骨髓 全 部(約0.1gr)ヲ1.0ccノ 乳 劑 トセ ル モ ノ ニ シテ,其 ノ0.25cc宛 ヲ使 用 セ リ.

第1圖

〓…海〓(腹腔 接種)　〓 …「マウス」(腹腔 接種)
○…海〓(皮 下接種)　 □…「マウス」(皮下接種)

斜線ハ接種成績陽性ナ ルヲ示ス右
上 ノ數字 ハ動物 ノ番號ナ リ

尚血,肝,脾,腎 等 ノ名稱ハ接 種材料 ヲ示ス

以下之 ニ準ズ
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第1表

77



794　 八 木 忠 亮

備 考　 接種部位欄　腹,皮 ハ夫 々腹腔,皮 下 ノ略ナ リ.

潜伏期 日數ハ主 トシテ接種 日ヨリ算 ヘ タル日數チ リトス.但 シ2日 以内 ノモ ノニ於テハ 時 間

ヲ以テ示セ ルモ ノア リ.

轉歸欄　殺,死 ハ夫 々屠殺,斃 死 ノ略 ナ リ.病 死 トハ他 ノ原因 ニテ斃死 セシモノヲ指 ス.

以下此 ニ準ズ.

第2項　 實 驗 成 績

〔第 Ⅰ 代 〕　M. Nr. 1-6ニ 於 テ ハ,半 數 宛 腹腔 或 ハ皮 下 ニ接 種 セル ニ,何 レモ3-22日 ニ シ

テ陽 性 成 績 ヲ示 セ リ.就 中M. Nr. 1ニ 於 テ ハ接 種 後22日 目 ニ至 リ突 如 トシテ, M. Nr. 2ニ 於

テ ハ罹 患 後16日 ニ シテ,痙 攣 ヲ發 シテ 瀕 死 ノ状 態 トナ リ,先 レモ即 日斃 死 シ. M. Nr. 3ニ 於 テ
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ハ後 肢 ノ麻 痺 ヲ起 シ,痙 攣 ヲ繼 發 シテ死 ニ移 行 セ リ. M. Nr. 4ニ 於 テハ白 血 球 數4550ナ リ シ

モ ノ,數 日 ヲ經 テ11450ト ナ リ, M. Nr. 5ニ 於 テ ハ7600ナ リシモ1,翌 々 日10150ニ 達 シテ 元

氣次 第 ニ衰 ヘ タ リ.

〔第 Ⅱ 代 〕　第 Ⅰ代 試獸 中, M. Nr. 6ノ 肝 臟,脾 臟,腎 臟 乳 劑 及 ビ腎乳 劑 濾 液 ヲ接 種 セルM.

 Nr. 7-15ニ 於 テハ,蝨 發 生 ニ因 リ斃 レタルM. Nr. 15ヲ 除 ク他 ノ8例 ニ於 テ,多 ク ハ2-3週

間 ノ後,體 温 上昇,體 重 減少,白 血球 數增 加,殊 ニ中性 嗜 好 顆 粒白 血 球增 加,淋 巴細 胞 減少 ヲ

來 シ,肝 乳 剤 濾液 ヲ接 種 セルMs. Nr. 1-2ニ 於 テ ハ,一 ハ15日 ヲ經 テ右後 肢 ノ麻痺 ヲ來 シ,他

ハ8日 ノ後 衰 弱 斃 死 セ リ.此 ノ實 驗 ニ於 テ特 ニ興 味 アル ハ,斯 ク肝 臟,腎 臟 ノ無 菌 的 濾 液 ノ尚

且,他 ノ健 康 動 物 ニ一定 ノ症 状 ヲ惹起 セ シメ得 タル 事 實 ニ シテ,頗 ル注 目 ニ値 ス可 キ モ ノ ナ リ

ト思 惟 ス.

M. Nr. 3ノ 肝 臟,脾 臟 及 ビ腎臟 乳劑 ヲ接 種 セルMs. Nr. 9-14ニ 於 テ ハ,脾 臟 乳劑 ヲ皮 下接

種 セルMs. Nr. 9ヲ 除 キ, 2-11日 ニ シテ罹 患 症 状 ヲ 現 ハ シ,殊 ニMs. Nr. 14ニ 於 テ ハ後 肢 ノ

麻 痺 ヲ呈 セ リ(附 圖Fig. 19參 照). M. Nr. 5ノ 血 液 及 ビ脾 臟,腎 臟 乳 劑 ヲ接 種 セルMs. Nr. 19

-24ニ 於 テ ハ,獨 リMs. Nr. 23ノ ミ9日 ヲ經 テ,右 後 肢麻 痺 ヲ呈 セル モ,數 日 ノ後 恢復 セ リ.

 M. Nr. 1ノ 血 液 及 ビ肝 臟,脾 臟,腎 臟 乳 劑 ヲ接種 セルMs. Nr. 50-57ノ8例 ニ於 テハ, Ms. Nr.

 56ノ ミ,其 ノ翌 朝 ニ至 リ斃 死 セ ル モ,果 シテ罹 患症 状 ヲ呈 セ シヤ否 ヤ不 明 ナ リ.

〔第 Ⅲ 代〕　Ms. Nr. 10ノ 血 液 及 ビ脾 臟,腎 臟 乳 劑 ヲ腹 腔 ニ接 種 セルMs. Nr. 15-18ノ4例

ニ於 テ ハ,何 レモ罹 患 症 状 ヲ呈 セズ.

M. Nr. 7ヲ 屠 殺 シタ ル後,其 ノ血 液 及 ビ肝 臟,脾 臟,腎 臟 乳 劑 ヲ接 種 セルMs. Nr. 81-88ノ

8例 ニ於 テ,其 ノ成 績 ヲ觀 ル ニ,血 液 ヲ皮 下接 種 セルMs. Nr. 81,脾 臟 乳 劑 ヲ腹 腔 ニ接 種 セル

Ms. Nr.83(附 圖Fig. 1參 照),腎 臟 乳 劑 ヲ腹 腔 ニ接 種 セルMs. Nr. 86ニ 於 テ,陽 性 成 績 ヲ得 タ

リ.然 シテ其 ノ潜伏 期 ヲ觀 ル ニ, Ms. Nr. 81ニ 於 テ ハ3日 ヲ算 シ,更 ニ2日 ニ シテ衰 弱 死 ニ至

リ, Ms. Nr. 83ニ 於 テ ハ44日 ニ シテ後 肢 運 動緩 慢 トナ レル モ,元 氣 漸 次 恢 復 シ, Ms. Nr. 86(附

圖Fig. 12參 照)ニ 於 テ ハ同樣44日 ニ シテ元 氣衰 へ後 肢 運 動 不 全 ヲ起 シ,歩 行 ニ際 シテ ハ前 方

ニ顛 倒 シ,翌 日 ニ至 リ衰 弱 斃 死 セ リ.

M. Nr. Sノ 骨髓 乳 劑 ヲ接 種 セルMs. Nr. 89-92ノ4例 ニ於 テ ハ,唯 腹 腔 ニ接 種 セル1例 即

Ms. Nr. 89ニ 於 テ, 32日 ヲ經 過 シタル後 後 肢運 動 緩 慢 トナ リ更 ニ10日 ノ後 元 氣 衰 ヘ タ ル ヲ見

タル モ,其 後元 氣次 第 ニ恢 復 セ リ.

第3節 　 發作時血液 ヲ以テセル實驗　其2(第2圖 及 ビ第2表 參照)

實驗方法及 ビ其ノ成績

〔第 Ⅰ 代 〕　大 正15年11月9日,發 作 時(發 熱39°2C至)血 液 ヲ,前 實 驗 ト同樣 ノ操 作 ノ下 ニ

採 取 シ,直 ニMs. Nr. 4-8ノ 腹腔 或 ハ皮 下 ニ0.3cc宛 接 種 セ リ.然 ル ニ全 數 ニ於 テ,早 キハ翌
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日遲 ク モ12日 後,何 レモ眼 裂 ヲ

細 ク シ,體 毛 ヲ逆 立 テ,運 動 緩

慢 トナ リ,遂 ニ衰 弱 死 ニ陷 レ

リ.

第2圖

第2表

第4節 　發作時血液(枸櫞酸曹達加)ヲ 以テセル實驗

(第3圖 及 ビ第3表 參照)

第1項　 實 驗 方 法

〔第 Ⅰ 代 〕　大 正15年11月22日,

豫 メ3.8%ノ 滅菌 枸 櫞 酸 曹達 水 ヲ以 テ

數 囘 洗滌 セル 注 射 器 ニ,同 液 ヲ血 液1.0

ccニ 對 シ0.2ccノ 割 ニ吸 引 シ置 キ,該

注 射 器 ヲ以 テ 發作 時(發 熱38°6C至)ニ

於 ケ ル患 者 血 液 ヲ,正 中 靜脉 ヨ リ全 量

15.0ccニ 至 ル マ デ採 取 シ, M. Nr. 20-

24ニ ハ2.0cc宛, Ms. Nr. 33-42ニ ハ

0.5cc宛 腹腔 或 ハ皮 下 ニ接 種 セ リ.

第3圖

動物記號上 ニ小 ナル圓 ヲ附 シ
タルハ鼠咬症 トノ交叉試驗 ヲ

行 ヒタルモ ノニシテ其 ノ斜線
ハ結果 ノ陽性 ナ リシヲ示ス.

以下之 ニ準ズ.

〔第 Ⅱ 代 〕　第 Ⅰ代試 獸 中,成 績陽

性 ナ リ シM. Nr. 20ヲ 屠殺 シタ ル後,其

ノ全 脾臟(0.5gr)ヲ 無菌 的 ニ剔 出 シテ

10倍 ノ食 鹽 水 乳 劑 ヲ作 リ,其 ノ2.0cc

宛 ヲM. Nr. 42. 43ノ 腹腔 ニ接 種 シ, M. 

Nr. 22ヲ 同 樣 屠殺 後,其 ノ兩 大 腿 骨 骨

髓 ヲ採 リ, 10倍 乳 劑 トシテ0.4cc宛 ヲ
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Ms. Nr. 93, 94ノ 腹 腔 ニ接 種 セ リ.亦Ms. Nr . 35ヲ 屠 殺 シ,其 ノ血 液 約0 .1ccヲMs. Nr. 43ノ 腹 腔 ニ,全 脾

臟 ヲ30倍 乳 劑 シテ,其 ノ半 量0.3cc宛 ヲMs. Nr. 44, 45ニ,腎 臟 ノ10倍 乳 劑0.4cc宛Ms . Nr. 46, 47

第3表

備 考 　 接種材料欄 中(枸,加)ト アルハ枸櫞酸曹達 溶液 ヲ加 ヘ タルヲ意味 ス.
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ニ,全 肝 臟 ヲ6倍 乳 劑 トシテ,其 ノ半 量0.5cc宛 ヲMs. Nr. 48, 49ニ 夫 々半 數 宛 腹 腔 皮 下 ニ 分 チ テ 接 種 セ

第2項 　實 驗 成 績

〔第 Ⅰ代 〕　他 ノ原 因 ニ ヨ リ殪 レタ ルM. Nr. 21ヲ 除 キ,海 〓5例 中4例 ニ於 テ,何 レモ8-15

日ノ潜 伏 期 ノ後,麻 痺症 状 ハ著 明 ナ ラザ ル モ,體 温 上昇,白 血 球增 加 及 ビ其 他 ノ特 有 ナ ル體 勢

ヲ呈 シテ終 ニ衰 弱 或 ハ斃 死 セ リ.

「マ ウ ス」　ニ於 テモ, 10例 中8例 ニ於 テ2-14日 ノ後 發 病 セ リ.即 チ元 氣衰 へ,眼 裂 ヲ細 ク シ,

毛 ヲ逆 立 テ,運 動 緩 慢 トナ リ防禦 運動 ヲ爲 サズ.殊 ニMs. Nr. 35, 38ニ 於 テ著 明 ナ ル後 肢 ノ麻

痺 ヲ認 メタ リ.陽 性 試 獸 中Ms. Nr. 40ハ 衰 弱 死 ニ至 リMs. Nr. 35, 36(附 圖Fig. 21參 照), 38ハ

衰 弱 死 ニ先 ダ チテ 屠殺 セ リ.他 ノ4例 ユ於 テ ハ,其 後 數 日 ニ シテ次 第 ニ症 状 去 リ,元 氣 全 ク恢

復 シ平 常 ニ異 ナ ラズ.

〔第 Ⅱ 代 〕　Ms. Nr. 43-49ノ7例 中4例 ニ於 テ12日 或 ハ13日 ノ後 發病 セ リ.就 中Ms. Nr.

 44ニ 於 テハ後 肢 ノ麻 痺 ヲ證 シ,他 ノ陽性 試獸Ms. Nr. 45, 46ト 共 ニ衰 弱 死 ニ至 レ リ. Ms. Nr. 

43ハ,後 其 ノ症 状恢 復 シ,腎 臟 乳 劑ヲ皮 下 ニ接 種 セルMs. Nr. 47及 ビ肝 臟 乳 剤 ヲ接 種 セルMs.

 Nr. 48, 49ノ2例 ニ於 テハ,全 ク發 病 スル ニ至 ラズ.

M. Nr. 22ノ 骨髓 ヲ接 種 セルMs. Nr. 93, 94ニ 於 テ モ,其 ノ成 績 陰 性 ナ リ.之 ニ反 シテ, M.

 Nr. 20ノ 脾 臟 乳 剤 ヲ接 種 セルM. Nr. 42, 43ノ2例 ニ於 テハ, 1例 ニ於 テ9日 ノ後 罹 患 症 状 ヲ 呈

セル ヲ見 タ リ.

附記　 本實驗動物中,成 績陰性 ナ リシMs. Nr. 33及 ビ成績陽性ナ リシ モ,其 後症状 全 ク消失セ シMs.

 Kr. 39, 39, 41, 42ノ5例 ニ就テ,鼠 咬症 交叉試驗 ヲ施行 セ リ(第4章 第5節 参照).

第5節　 發作時血液(枸 櫞酸曹達加)ヲ 分 ツテ,血 漿,白 血球,

赤血 球 ノ3成 分 ト爲 シ,其 ノ各 々 ヲ以 テセル實 驗

(第4圖 及 ビ第4表 參照)

第1項　 實 驗 方 法

〔第 Ⅰ 代 〕　大正15年12月1日,發 作

時(發 熱39°1C至)血 液 ヲ,本 章第4節 ニ於

ケル ト同 樣ノ方法 ヲ以テ(全 量枸櫞酸 曹達

溶液 ヲ加 へ15.0cc)無 菌 的ニ採取 シ,一 定

時 間靜 置 シテ得 タル層 ニ從 ヒ,是 ヲ分離セ

リ.而 シテ血漿ハ其儘 ヲ,白血球,赤 血球ハ

0.85%菌 食鹽水 ヲ以テ2囘 洗滌 シタル後

同食鹽水 ニテ各 々10.0ccノ 乳 剤 ト爲 シ使

用セ リ.

第4圖
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第4表

血 漿 ハ,海 〓 ニ於 テ0.5ccヲ 腹 腔 ニ注 射 シ,「 マ ウ ス」ニ ハ大 小 ニ應 ジテ0.3-0.5ccヲ 腹 腔 或 ハ皮 下 ニ接

種 シ,白 面球乳 劑 ハ,海 〓 ニ ハ4.0cc宛 腹腔 ニ,「 マ ウ ス」ニ ハ0.4-0.5ccヲ 腹 腔 或 ハ皮 下 ニ接 種 シ,赤 血

球乳 劑 ハ,海 〓 ニ ハ2.0-3.0ccヲ 腹 腔 ニ,「 マ ウ ス」ニ ハ0.3-0.4ヲ 腹 腔 或 ハ皮 下 ニ接 種 セ リ.

第2項　 實 驗 成 績

〔第 Ⅰ代〕　本 實 驗 ノ成績 ヲ觀 ル ニ,血 漿,白 血 球 乳劑 及 ビ赤 血 球 乳劑 ヲ接 種 セ シ何 レ ノ群 ニ

於 テ モ,陽 性成 績 ヲ現 ハ セ リ.白 血球 乳劑 ヲ使 用 セ シ場 合 ニ於 テ ハ, M. Nr. 32(附 圖Fig . 4參

照), 33ノ2例 中2例 ニ於 テ19-22日 ノ後 ニ, Ms. Nr. 71-74ノ4例 中3例 ニ於 テ4-5日 ノ後

ニ陽性 成績 ヲ示 シ,赤血 球 乳 劑 ヲ使用 セ シモ ノ ニ在 リテ ハ
, M. Nr. 29(附 圖Fig. 3參 照)-31ノ

3例 共 全 部15-23日 後 ニ一 定 ノ症 状 ヲ呈 シ, Ms. Nr. 67-70ノ4例 ニ於 テ ハ,成 績 全 部 陰 性 ニ

終 レ リ.又 血漿 ヲ接 種 セ シモ ノ ニ於 テ ハ, M. Nr. 28ノ1例 中1例10日 後 ニ
, Ms. Nr. 63-66

ノ4例 中1例Ms. Nr. 66(附 圖Fig. 20參 照)ニ 於 テ4日 後 ニ陽 性 ヲ示 セ リ.
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以 上 罹 患 セ シ本實 驗 動 物 中,特 ニ顯 著 ナル 血液 所 見 ヲ示 セル ハM. Nr. 29.(赤 血 球 乳 劑 接種)

及 ビM. Nr. 33(白 血球 乳 劑 接種)ナ リ.即 チM. Nr. 29ニ 於 テ ハ罹 患 前 白 血 球 數4900ナ リ シモ

ノ,數 日 ヲ經 タル後14250ニ 達 シ,初 期 ニハ 中性 嗜 好 顆 粒 白血 球18.3%,淋 巴細 胞77.8%ナ リ

シモ ノ,經 過 ニ從 ヒ中性 嗜 好 顆粒 白 血球 ハ增 加 シテ55.0%ト ナ リ,淋 巴細 胞 ハ減 少 シテ36.5%

トナ レ リ.其 他大 單核 細 胞,鹽 基性 嗜好 細 胞 亦多 少 ノ增 加 ア リ. M. Nr. 33ニ 於 テ ハ罹 患 前 白血

球 數 最 多6466ナ リシモ ノ,數 日後 ニハ8600ニ マ デ增 加 セル ヲ見 タ リ.

附記 　本實驗動物 中,成 績陰性ナ リシMs. Nr. 63, 64, 65, 67ノ4例 ニ就テ,鼠 咬症交叉試驗 ヲ施行 セ

リ(第4章 第5節 參照).

第6節　 發作時尿沈渣食鹽水乳劑 ヲ以テセル實驗　其1

(第5圖 及 ビ第5表 參照)

第1項　 實 驗 方 法

〔第 Ⅰ代 〕　大 正15年11月18日,發 作時(發 熱38°2C至)ニ 於ケル1囘 排尿 ノ全部 ヲ無菌的 ニ採取 シ,

其 ノ1部 約30.0ccヲ1分 間約4300廻 轉 ノ遠心沈澱器 ニテ20分 前後遠 心沈澱 シ,其 ノ沈渣 ニ 滅 菌 生 理 的

食鹽水 ヲ加ヘテ良 ク混和 シ,更 ニ同樣遠心沈 澱ス.斯 クス

ル コ ト3囘 ニ シテ上淸 ヲ捨テ,沈 渣 ヲ食 鹽水 ヲ以テ平等 ニ

混和 セシメタノル後使用セ リ.

第5圖

M. Nr. 16-19ニ ハ,其 ノ0.5cc宛 ヲ腹 腔或 ハ皮 下 ニ, Ms.

 Nr. 30-32ニ ハ,其 ノ0.4cc宛 ヲ腹 腔 ニ接 種 セ リ.

〔第 Ⅱ 代 〕　 罹 患 セ ル第 Ⅰ代M. Nr. 18ヨ リ血 液 ヲ0.76

%ノ 割 ニ3.8%枸 櫞酸 曹達 溶液 ヲ加 ヘテ 採 リ,他 ノ建 康 ナ

ルM. Nr. 45, 46ノ 腹 腔 ニ注 射 シ,同 樣M. Nr. 16ノ 肺 臟 全

部(0.15gr)ヲ2.0ccノ 乳 劑 ト爲 シ,其 ノ1.5ccヲ 他 ノ健康

ナ ルM. Nr. 44ノ 腹 腔 ニ接 種 セ リ.

〔第 Ⅲ 代 〕　M. Nr. 44ノ 死 ニ瀕ス ル ヤ,其 ノ血 液 ヲ採

取 シテ2.3ccヲM. Nr. 55ノ 腹 腔 ニ,其 ノ脾 臟 乳劑2.0cc,

 1.7ccヲ 夫 々M. Nr. 56, 57ノ 腹 腔 ニ接 種 セ リ.

〔第 Ⅳ 代 〕　M. Nr. 55ヨ リハ,更 ニ脾 臟 乳 劑3.0ccヲ

M. Nr. 58ノ 腹 腔 ニ, M. Nr. 57ヨ リハ脾 臟 乳 劑3.2cc, 2.8cc

ヲ夫 々M. Nr. 59, 60ノ 腹 腔 ニ接 種 セ リ.

〔第 Ⅴ 代 〕　M. Nr. 60ヨ リ,其 ノ死 ニ先 ダ チ剔 出 セ ル脾

臟 ヲ適 宜 ノ乳 劑 ト爲 シ,其 ノ半 量 宛 ヲ夫 々M. Nr. 65, 66ノ

腹 腔 ニ注 射 セ リ.

〔第 Ⅵ 代 〕　M. Nr. 66ノ 死 ニ瀕 ス ルヤ,屠 殺 シテ其 ノ
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脾臟 乳 劑 ヲ作 リ,此 ノ2.0cc, 2.5ccヲ 夫 々M. Nr. 69, 70ノ 腹腔 ニ接種 セ リ.

第5表

〔第 Ⅶ 代 〕　M. Nr. 70ノ 死 ニ瀕 ス ル ヤ,屠 殺 シテ 其 ノ脾 臟(0.3gr)ヲ 剔 出 シ, 4.0ccノ 食 鹽 水 ヲ以 テ

乳 劑 ト爲 シ,其 ノ半 量 宛 ヲM. Nr. 88, 89ノ 腹 腔 ニ接 種 セ リ.
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第2項 　 實 驗 成 績

〔第 Ⅰ代 〕　M. Nr. 16-19ノ4例 ニ於 テ ハ, 15-18日 ニ シテ總 テ陽 性 ノ症 状 ヲ 現 ハ シ, Die.

 Nr. 30-32ノ3例 ニ於 テ ハ著 明 ナ ル變 化 ヲ呈 セズ.

第6圖 　 海〓第16號 體温白血球數並ニ體重消長圖

L… 白血球數, T… 體温, KG… 體重(gr)矢 印ハ接種 日ヲ示 シ

(+)印 ハ成績陽性 タ リト診定 セシ日ヲ 示ス.以 下 之ニ準 ズ.

第7圖　 海〓第18號 體温白血球數並ニ體重消長圖

M. Nr. 16ニ 就 テ觀 察 スル ニ,熱 型 ハ稍 弛 張 性 ニ シテ,時 々發 作性 ニ高 熱 ヲ發 シ,白 血 球 數 ハ

接 種 前5575ナ リシモ ノ,漸 次7500前 後ニ增 加 シ,接 種 後18日 ニ シテ突 然11650ニ增 加 セ リ

(第6圖 參 照).亦 白 血 球 種 別 ニ關 シテハ,中 性 嗜 好 顆 粒白 血球 ハ多少增 加 シ,淋 巴細 胞 ハ11.0

%ノ 減 少 ヲ示 セ リ.此 ノ他,食 慾 ハ減 少 シ,體 重 亦減 退 ヲ示 シ次 第 ニ衰弱 加 ハ レ リ, M. Nr. 18

ハ 熱 型稍 不 規 則 ナル モ, 20日 以後 多 少 上 昇 シテ稽留 性 トナ リ, 28日 目 ニ至 リテ急 ニ下 降 セ リ.

白血球數亦增加 シ,各 種別ニ就テモM. Nr. 16ト 同樣 ノ變化ヲ來 セリ(第7圖 參照).以 上 圖示
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セル外, M. Nr. 17ニ 於 テ モ接 種 後18日 ニ シヲ突 如 白 血 球 數6000ヲ增 加 シテ10900ト ナ リ,中

性嗜 好 顆 粒 白血 球 ハ約20.0%ヲ增 加 シ,淋 巴細 胞 ハ約21.0%ヲ 減 少 セ リ.熱 型 ハ弛 張 型 ナ リ シ

モ, 18日 目 以來 稽 留性 トナ リ, 22日 目頃 ヨ リ次第 ニ下 降 シ, 26日 目ニ 至 リテ 急 ニ下 降 セ リ. M.

 Nr. 19ニ 於 テ ハ, 15日 日 頃 ヨ リ體 温 ノ上 昇 ヲ見,白 血 球數增 加 ア リ.而 シテ 中性 嗜 好 顆 粒 白血

球 ノ增 加,淋 巴細 胞 ノ減 少 ヲ認 ム.

尚ホ本實驗ニ用ヰ シ尿沈渣ハ,同 時 ニ寒天培養基 ニテ1週 間37℃ ニ培養 スルモ何等 細菌 ノ發生 ヲ見 ズ.

〔第 Ⅱ 代 〕　M. Nr. 18ノ 枸櫞 酸 曹 達加 血液 ヲ接 種 セルM. Nr. 45, 46ノ2例 ハ 他 ノ 原 因 ニ テ

斃 レ, M. Nr. 16ノ 脾 臟乳 劑 ヲ接 種 セルM. Nr. 44ハ16日 目頃 ヨ リ比 較 的 顯 著 ナ ル症 状 ヲ呈 シ,

食 慾 ハ衰 へ,體 重 ハ減少 シ,運 動 ハ緩 慢 トナ リ,逃 避 運 動 ハ鈍 重 トナ リ,其 ノ後6日 ニ シテ衰

弱 死 ニ移 行 セ リ.

〔第 Ⅲ 代 〕　M. Nr. 55ハ16日 目 頃 ヨ リ多 少 ノ體 重減 少 ヲ認 メ, 22日 目頃 ヨ リ顯 著 トナ リ,

終 ニ腰 部 以 下 ノ完 全 麻痺 ヲ招 來 セ リ. M. Nr. 56ニ 於 テ ハ特 有 ナル罹 患 症 状 ヲ呈 セザ リ シモ, M.

 Nr. 57ニ 於 テ ハ22日 目頃 ヨ リ. M. Nr. 55ト 殆 ド同樣 ノ麻 痺 症 状 ヲ 呈 セ リ.

〔第 Ⅳ 代〕　M. Nr. 58ハ5日 目 ニ至 リ突 如 斃 レタ ル モ,剖 檢 上腹 腔 ニ漿 液 貯 溜 シ,後 肢 上腿

皮 下ニ血腫 ヲ認 メ,或 ハ直接 注 射 ノ關係 ヨ リ腹 膜 炎 ヲ起 シ死 ニ至 リシニハ非 ザ ル カ ト思 惟 セ ラ

ル. M. Nr. 59ニ 於 テハ5日 ニ シテ突 然 斃 死 シ特 有 ノ症状 ヲ呈 セズ,剖 檢 上 左後 肢 ニ皮下 出血 ア

リ. M. Nr. 59ト 同様M. Nr. 57ノ 脾 臟 乳 劑 ヲ接種 セルM. Nr. 60ニ 於 テ ハ, 10日 目頃 ニ至 リ運

動 緩 慢 トナ リ左後 肢 ノ不 全麻 痺 ヲ起 シ,歩 行 ニ際 シテ ハ躯 幹 ハ左側 ニ傾 キ左後 肢 ハ跛 行 セ リ.

〔第 Ⅴ 代 〕　M. Nr. 65, 66ニ 於 テ ハ,罹 患 動 物 ニ於 ケル ガ如 キ特 殊 ノ症 状 ヲ呈 セズ.兩 者 共22

-23日 ニ シテ衰 弱 加 バ リ
, M Nr. 65ハ 斃 死 セル モ, M. Nr. 66ハ 前 者 ニ比 シ衰 弱 ノ度 稍 顯 著 ナ

リシヲ以 テ,隔 世罹 患 症 状 發 現 ノ有 無 ヲ知 ラ ン ガ爲 メ,死 ニ先 ダ チ屠 殺 シ之 ヨ リ得 タル 材料 ヲ

他 健 康動 物 ニ移植 セ リ.

〔第 Ⅵ 代 〕　M. Nr. 69, 70ニ 於 テ成績 全 ク陰性 ナ リ シモ,更 ニ 今1囘 移 種 ヲ企 テタ リ.

〔第 Ⅶ 代〕　M. Nr. 88, 89共 ニ陰 性 ニ シテ,衰 弱 ス ラ見 ル ヲ得 ズ.兩 者 共87-117日 ヲ生 存

シ,體 重 ハ1ハ 大 ナル變 化 ヲ認 メザ リシモ他 ハ60grヲ增 加 セ リ.

第7節 　 發 作 時 尿 沈 渣 食 鹽 水 乳 劑 ヲ 以 テ セ ル 實 驗　 其2

(第8圖 及 ビ第6表 參 照)

第1項　 實 驗 方 法

〔第 Ⅰ代 〕　大正15年12月7日,發 作時(發熱38°4C至)ニ 於 ケル尿1囘 分全量約80.0ccヲ 無菌的 ニ採

取 シ,第6節 ニ於 ケルガ如 ク遠心沈澱 シ,其 ノ沈渣 ヲ滅菌生理的 食鹽水 ヲ以テ3囘 洗 滌 シタル後,同 食鹽

水 ヲ以テ乳劑 ト爲 シ全量14.0ccタ ラ シメ タリ.而 シテ 其 ノ2.0-3.0ccヲM. Nr. 34-37ノ4例 ノ腹腔或

ハ皮下 ニ接種 シ,其 ノ0.5-0.6ccヲMs. Nr. 75-80ノ6例 ノ腹腔或ハ皮下 ニ接種セ リ.
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第2項 　 實 驗 成 績

〔第 Ⅰ代 〕　M. Nr. 34-37ノ4例 中M. Nr. 34ヲ 除 キ,他 ノ3例 ニ於 テハ 各 々罹 患症 状 ヲ現 ハ

セ リ.即 チM. Nr. 35ニ 於 テ ハ, 14日 目 ニ至 リ突 然 白血 球 數12300ヲ增 加 シテ16550ト ナ リ,

以 來 殆 ン其 ノ状 態 ヲ持 續 セ リ.且 自 血球 ノ種 別 ニ於 テル 中性 嗜 好顆 粒白血 球 ト淋 巴細 胞 トノ相

互 關係(百 分 率 ニ於 テ)ハ,經 過 ニ從 と增 減 相反 シ來 リ,前 者 ノ增 加 シテ61.5%ト ナ レル ニ反

シ,後 者 ハ減 少 シテ34.5%ト ナ レリ.M. Nr. 36(附 圖Fig. 13參 照)ニ 於 テ ハ15日 目頃 ヨ リ體

温 ハ上 昇 シテ稽 留 シ,死 ノ前 日分 利 状 ニ下 降 セ リ.

 M. Nr. 37ニ 於 テ ハ, 12日 目 ニ至 リ白 血 球 數 ハ 約

2400ヲ增 加 シテ11125ト ナ リ,其 ノ種 別 ニ 於 テ モ

M. Nr. 35ノ 如 ク著 明 ナ ラ ザル モ,且 同樣 ノ關 係 ヲ

現 出 セ リ.「 マ ウ ス」ニ於 テ ハ, 6例 共 ニ何 等 羅 患 症

状 ト認 ム可 キモ ノ ヲ證 セズ.

第8圖

第6表

第8節 　 發作時腦脊髓液 ヲ以テセル實驗

(第9圖 及 ビ第7表 參照)

實驗方法及 ビ其ノ成績

〔第 Ⅰ代〕　大正15年11月17日,發 作時(發熱38°2C至)ニ 採取セル腦脊髓液(第1篇 第3
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節 參 照)0.4cc宛 ヲMs. Nr. 25-29ノ

腹 腔 或 ハ皮 下 ニ接 種 セル ニ,何 レモ何

等 罹 患 症状 ヲ呈 セズ,結 果陰 性 ニ終 レ

リ.

第9圖

第7表

第9節 　 間歇時血液(枸 櫞酸曹達加)ヲ 以テセル實驗

(第10圖 及 ビ第8表 參照)

實 驗 方 法

〔第 Ⅰ 代 〕　大 正15年12月14日,間 歇 時(體 温36°6C)ニ 於 ケ ル血 液 ヲ,發 作 時 血 液 採 取 時(本 章 第4

節參 照)ト 同一 ノ操 作 ヲ以 テ全 量10.0ccヲ 採 取 シ, M. Nr. 38-41ニ ハ2.0ｃc宛, Ms. Nr. 95-98ニ ハ0.4

cc宛 腹 腔 或 ハ皮 下 ニ注 射 セ リ.

實 驗 成 績

〔第 Ⅰ 代 〕　M. Nr. 88-41ノ4例 中, M. Nr. 38ノ1例 ノ ミ14日 ノ後 ,體 温 ハ上 昇 シテ稽 留

性 トナ リ,白血球數ハ約5000ヲ增 加 シ,食

慾ハ減少 シテ體重ヲ輕減 シ,特 有ナル外觀

ヲ呈シ,其 ノ後9日 ニシヲ斃死セリ.其 他

ノ3例 ニ於テハ,何 レモ穿孔性腹膜炎或ハ

腸箝頓ノ爲ニ死ノ轉歸ヲ取 レリ.

第10圖

「マウ ス」ニ於 テハ,何 等 罹 患症 状 ヲ呈 セ

ズ.
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第8表

第10節 　發作時血液(枸 櫞酸曹達加)ニ 溶血現象 ヲ起 サ シメ

タル モノ及 ビ更 ニ其 レノChamberland氏 濾過器

ヲ通 ゼ シ無菌的濾液 ヲ以 テセル實驗

(第11圖 及 ビ第9表 參照)

第1項　 實 驗 方 法

〔第 Ⅰ 代 〕　大 正15年11月26日,發 作時(發 熱38°4C至)血 液10.0ccヲ 第4節 實 驗 ト同 一 ノ方 法 ニテ

採 取 シ,是 ニ滅 菌 蒸 餾 水 ヲ加 ヘテ 全 量 ヲ100.0ccト

爲 シ,溶 血 現 象 ヲ起 サ シ メ タ ル後,其 ノ4.0ccヲM.

 Nr. 25ノ 腹 腔 ニ, 0.3cc宛 ヲMs. Nr. 58, 59ノ 腹 腔 ニ

接 種 セ リ.

第11圖

更 ニ殘液ヲChamberland氏 濾過 器 ヲ以 テ濾過 シ,

其 ノ濾液 ヲ眞空中 ニテ 濃 縮eindickenシ,全 量 ヲ

略々11.0ccタ ラ シメ,其 ノ5.0cc宛 ヲM. Nr. 26, 27

ノ腹腔 ニ, 0.3cc宛 ヲMs. Nr. 60-62ノ 腹腔或 ハ皮

下 ニ接種セ リ.

第2項 　 實 驗 成 績

〔第 Ⅰ代 〕　單 ニ溶 血現 象 ヲ起 サ シ メ タ ル

血 液 ヲ接 種 材料 トセルM. Nr. 25ニ 於 テ ハ21

日 ノ後 陽性 症 状 ヲ示 シ, Ms. Nr. 58, 59ニ 於 テ

ハ何 レモ翌 日或 ハ9日 ニ シテ發 病 斃 死 セ リ.
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濾 液 ヲ以 テ セルM. Nr. 26, 27ニ 於 テハ5-7日 ノ後, Ms. Nr. 60-62ニ 於 テ ハ3-10日 ノ後,

發病 終 ニ斃 死 スノレニ至 レ リ.

尚 ホ同時 ニ該 濾液 ヲ寒天培養基 ニ移植 シ, 48時 間 ヲ經過 スルモ何等菌 ノ發生 ヲ認 メズ.

第9表

第11節 　 Mandler氏 濾過器 ヲ通ゼ シ發作時血液 ノ

無菌 的濾液 ヲ以 テセル實驗

(第12圖 及 ビ第10表 參照)

第1項　 實 驗 方 法

〔第 Ⅰ 代 〕　大 正15年12月31日,發 作時(發 熱37°8C至)面 液約10.0ccヲ 採 リ, 15.0ccノ 蒸 餾 水 ヲ加

ヘテ 溶 血 現 象 ヲ起 サ シ メ, Mandler氏 濾 過 器 ニテ 濾過 シ實 驗 ニ供 セ リ, M. Nr. 47-50ノ4例 ニ ハ 其 ノ濾 液

2.0-2.5ccヲ, Ms. Nr. 99-102ノ4例 ニハ0.4cc宛 腹 腔 或 ハ 皮 下 ニ接 種 セ リ.

〔第 Ⅱ 代 〕　 陽性 成 績 ヲ示 セ ルM. Nr. 50ヲ 屠 殺 シ タル後,其 ノ血 液 及 ビ肝 臟 乳劑 ヲ,比 較 的感 受 性 ニ乏

シ トセ ラレ タル 家兎(以 下K.ト 記 ス)ニ 試 用 セ リ.即 チK. Nr. 1ニ ハ 血液4 .0ccヲ, K. Nr. 2, 3ニ ハ 肝 臟 乳

劑7.7cc, 7.3ccヲ 腹 腔 或 ハ皮 下 ニ接 種 セ リ.一 般 ニ海 〓 ヨ リ家 兎 ニ或 ハ家 兎 ヨ リ家 兎 ニ接 種 ス レ際,臟 器

乳劑 及 ビ血液 ノ量 ハ 海 〓 ニ於 ケル ト同 樣,體 重100.0grニ ツキ0.7ccノ 割 ニ使用 セ リト雖 ,血 液 及 ビ臟 器 ノ

種 類 ニ ヨ リテハ,多 量 ヲ得 ル コ ト能 ハ ザ リシ關係 ヨ リ,時 ニ比較 的少 量 ヲ使 用 ス ル ノ 止 ム ヲ得 ザ リシ場 合

ア リ.

〔第 Ⅲ 代 〕　 罹 患症 状 ヲ呈 セ ルK. Nr. 2ノ 死 ニ瀕 ス ルヤ,是 ヲ屠 殺 シ,其 ノ血 液 及 ビ肝 臟 乳 劑 ヲK . Nr.

 9-161ノ8例 ニ接 種 セ リ. K. Nr. 9-11ニ ハ 血液3 .5-5.0ccヲ 腹腔 ニ, K. Nr. 12-16ニ ハ肝 臟 乳 劑 ヲ體 重

100.0grニ ツキ0.7ccノ 割 ニ即 チ5.5-9.0cc宛 腹 腔 或 ハ皮 下 ニ注 射 セ リ.

〔第 Ⅳ 代 〕　 第 Ⅲ 代 試 獸 中,陽 性 成 績 ヲ示 セ ルK. Nr. 9ノ 血 液 ヲ採 リ,其 ノ5.0ccヲK. Nr. 26ノ 腹

腔 ニ接 種 セ リ.
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第2項　 實 驗 成 績

〔第 Ⅰ 代 〕　Ms. Nr. 102ヲ 除 キ,海 〓 全部(4例)及 ビ「マ ウス」3例 ニ於 テ 病 症 發現 セ リ. M.

 Nr. 47ニ 於 テ ハ,接 種 後9日 ニ シテ左 後 脚 ノ不 全麻 痺起 リ,前 進 ニ際 シテ ハ跛 行 ヲ認 メ, 15日

ニ シテ衰 弱 痙 攣 ヲ以 テ死 ニ瀕 セ リ. M. Nr. 48ニ 於 テ モ, M. Nr. 47ト 同樣,接 種 後9日 ニ シテ

右 後脚 ニ不 全麻 痺 ヲ證 シ漸 次體 温 下降, 13日 ニ シテ衰 弱 死 ニ瀕 セ リ. M. Nr. 49, 50ニ ア リテ ハ

13日 或 ハ12日 ニ シテ罹患 症 状 ヲ發 セ リ.殊 ニ前 者 ニ於 テ ハ,後 脚 ノ運 動 緩 慢 ニ シテ 多 少 ノ 不

全 麻 痺 ヲ認 ムル ヲ得 タ リ.

Ms. Nr. 99(附 圖Fig. 15參 照)ニ 於 テ ハ,接 種 後5日 ニ シテ左 後 肢 麻 痺 ヲ證 シ,眼 裂 ヲ細 ク

シ,體 毛 ヲ逆 立 テ, 7日 ニ シテ更 ニ右後 肢麻 痺 加 ハ リ,衰 弱 甚 シク時 ニ ハ兩 後 肢 大腿 部 ノ強 直

性 痙 攣 ヲ發 シ,其 際 前 肢 ハ拱 手 ノ状 態 ヲ 呈 セ リ. Ms. Nr. 100ニ ア リテ ハ,接 種 後8日 ニ シテ後

脚 運 動 緩慢 トナ リ,翌 日 ニハ更 ニ其 ノ度 ヲ加 ヘ,其 後14日 ニ シテ斃 死 セ リ. Ms. Nr. 101ニ ア

リテハ,同 樣8日 目 ニ シテ後 脚運 動 稍 緩 慢 トナ リ,翌 日 ニ至 リテ ハ不 全麻 痺 ヲ證 セ シル漸 次 恢

復 セ リ.

〔第 Ⅱ 代 〕　K. Nr. 1-3ノ3例 ニ於 テ,陽 性 成 績 ヲ得 タ リ.今 其 ノ各 ニ就 テ記 セ ンニ, K. Nr.

 1ニ 於 テ ハ體 温38°-039℃ ヲ示 セ シモ, 9日 目 ヨ リ稍

下 降, 11日 目 ニ至 リテ ハ33°7Cト ナ リ,腰 部 ノ運 動

ハ不 確 實 トナ リ,遂 ニ死 ニ移 行 セ リ.白 血 球 ノ種 別

ニ就 テ觀 ル ニ,鹽 基 性 嗜 好細 胞 及 ビ「ニオ ジ ン」嗜好

細 胞 ハ接 種 前 ヨ リ死 ノ前 日ニ於 テハ 稍減 少 ノ傾 向 ヲ

示 シ,中 性 嗜 好 顆 粒 白 血 球 ハ48.0%ヨ リ61.0%ニ

増加 シ,淋 巴細 胞 ハ41.0%ヨ リ31.5%ニ 減 少 セ リ.

 K. Nr. 2(附 圖Fig. 8參 照)ニ ア リテ ハ,接 種 ノ翌 日

ニ至 リ兩後 脚 ノ麻痺 ヲ證 シ,翌 々朝 ニ至 リ全 ク弛 緩

性 麻痺 ヲ起 シ腰 部以 下 ノ運 動 全 ク不 能 トナ ル.之 ニ

反 シテ體 ノ前 半 ハ正常 ノ姿 勢 ヲ示 シ,頭 ノ位 置尋 常,

前 脚 活 溌 ニ運 動 ス.

第12圖

〓 …家兎(腹 腔接働

△…家兎(皮 下按種)

K. Nr. 3ニ 於 テ ハ,接 種 後30時 間 ニ シテ後 肢 ノ運

動 緩 慢 トナ リ, 3日 目 朝 ニ至 リテ ハ 麻 痺 完 全 トナル

モ,體 温 ニ變 化 ナ ク,食 慾 モ殆 ド正 常 ニ存 在 セ リ.

接 種 前 白 血 球數 ヲ檢 スル ニ6450ニ シテ,中 性 嗜好 顆

粒 白血 球 ハ42.0%,淋 巴細 胞 ハ53.8%ヲ 占 ム.接 種

後6日 目 ニ於 テ ハ,其 ノ數12750ニ 増 加 シ, 7日 ニ

シテ體 温 ハ急 劇 ニ下 降 シテ全 身 衰 弱 ノ徴 ヲ來 シ,中
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性嗜好顆粒白血球ハ56.5%ニ增 加 シ,淋 巴細胞ハ37.5%ニ 減少セ リ.其他鹽基性嗜好細胞,「エ

オジン」嗜好細胞及 ビ大單核細胞ハ何 レモ多少 ノ增加ヲ示 セリ.

第10表

斯 ノ如 ク家 兎3例 ニ於 ケル陽 性 成 績 ハ,特 ニ注 目 ニ値 ス可 キ モ ノ ニ シテ, K. Nr. 3ノ 顯 著 ナ

ル麻 痺 ノ状 態 ハ 活動 寫 眞 圖(附 圖Fig . 16, 17, 18參 照)ニ 示 セ ル ガ如 シ.然 シテ 其 ノ 麻 痺 ノ状

態 ヲ觀 察 スル ニ,始 ハ飛躍 ニ際 シ腰 部以 下 ノ運 動 不確 實 トナ リ,次 第 ニ不 全 麻 痺 ニ陷 リ
,遂 ニ

全 麻痺 ヲ起 シテ運 動 不 可能 トナ リ,後 脚 ヲ投 ゲ出 シ,腹 壁 ヲ 地 ニ 着 ケ匍 匐 スル ニ 至 ル(附 圖

Fig. 22參 照).
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〔第 Ⅲ 代 〕　K. Nr. 2ノ 面 液 ヲ接 種 セ シ3例 中2例 ニ於 テ,肝 臟 乳劑 ヲ注 射 セ シ5例 中1例

ニ於 テ罹 患 セ リ.乃 チK. Nr. 9(附 圖Fig. 2參 照)ニ 於 テハ21日 目頃 ヨ リ跛 行 シ,一 時 稍 輕 快

セ シモ30日 目 ニ至 リ再 ビ右 後 肢 麻 痺 著 明 トナ リ,更 ニ衰 弱 シテ 死 ニ瀕 セル ヲ以 テ 屠 殺 シ 此 ヨ

リ得 タ ル材 料 ヲ他 健 康 動 物 ニ移 植 セ リ.

K. Nr. 11ハ 接 種 後4日 目 ニ シテ後 肢 ノ跛 行 ヲ示 シ, 6日 目 ニ於 テ ハ歩 行 時 後 肢 ノ開 キ大 ナル

ヲ認 ムル ノ ミ.但 シ本 例 ハ該症 状 漸 次 消 失 シ,體 重約700.0grヲ增 加 シ163日 ヲ生 存 セ リ. K. 

Nr. 12ニ ア リテ ハ,接 種 後4日 ニ シテ後 脚 ノ運動 緩 慢 トナ リ,右 後 脚 ノ跛 行 ス レヲ認 メタ ル モ,

翌 日夕 方 ヨ リハ後 脚 ノ開 キ大 ナル ノ ミニ シテ跛 行 セズ.然 ル ニ7日 目 ニ至 リ腰 部 ノ運 動 ハ前 進翌

ニ際 シ,著 シク遲鈍 トナ リ前 脚 ニ ク ヲ用 ヰテ體 ヲ支 へ,體 温 稍 下 降 ノ傾 ア リ.食 慾 減 退,體 重

減 少 シ,衰 弱益 々加 ハ リテ11日 ニ シテ死 セ リ.

〔第 Ⅳ 代 〕　K. Nr. 9ノ 血 液 ヲ接 種 セルK. Nr. 26ニ 於 テ ハ,其 ノ成 績 陰 性 ニ シテ14日 ノ後

他 ノ原 因 ニ由 リ衰 弱 斃 死 セ リ.

第12節　 Mandler氏 濾過器 ヲ通 ゼ シ發作時尿沈渣乳 劑

ノ無菌的濾液 ヲ以 テセル實驗

(第13圖 及 ビ第11表 參照)

第1項 　實 驗 方 法

〔第 Ⅰ 代 〕　大 正15年12月31日,發 作 時(發 熱37°8C至)ニ 於 ケ ル1囘 分 尿 約80.0ccヲ 無 菌 的 ニ採 取 シ,

約4300廻 轉 遠 心 沈 澱 器 ニテ 約30分 間 遠 心 沈 澱 シ,前 記 ノ如 ク滅 菌 生 理 的 食 鹽 水 ニテ 洗 滌 スル コ ト2囘,最

後 ニ同 食 鹽 水 ヲ加 ヘテ 約10.0ccノ 乳 劑 ト爲 シ, Mandler氏 濾 過 器 ニテ 濾 過 シ,其 ノ濾 液 ノ2.0-2.5ccヲ

M. Nr. 51-54ノ 腹腔 或 ハ 皮下 ニ, 0.4ccヲMs. Nr. 103ノ 腹 腔 ニ接 種 セ リ.

〔第 Ⅱ 代 〕　M. Nr. 51ノ 唾 液3.0ccヲK. Nr. 17ノ 腹 腔 ニ,其 ノ肝 臟,賢 臟 乳 劑 ヲ體 重 ニ 應 ジテ2.3-

6.3cc宛K. Nr. 18-23ノ 腹腔 ニ注射 セ リ.

〔第 Ⅲ 代 〕　 K. Nr. 17ノ 血 液 ヲ採 リ,各 々體 重 畠應 ジ3.1, 5.2cc宛K. Nr. 33, 34ノ 腹 腔 ニ, K. Nr. 18

ノ肝 臟乳 劑3.4, 3.7cc宛 ヲK. Nr. 31, 32ノ 腹 腔 ニ. K. Nr. 20ノ 肝 臟 乳 劑6.0, 6.7cc宛 ヲK. Nr. 28, 29ノ 装

腔 ニ,同 血 液6.0ccヲK. Nr. 27ノ 腹腔 ニ, K. Nr. 22ノ 腎 臟 乳 劑3.0, 4.4cc宛 ヲK. Nr. 24, 25ノ 腹 腔 ニ接 種

セ リ.

〔第 Ⅳ 代 〕　K. Nr. 33ノ 血液 ヲK. Nr. 35, 36ノ 腹 腔 ニ,體 重100.0grニ ツキ0.7ccノ 割 ニ即 チ夫 々4.7,

 5.4cc宛, K. Nr. 28ノ 肝 臟 乳 劑 ヲK. Nr. 37, 38ノ 腹 腔 ニ同 樣 ノ割 即 チ5.5, 7.3cc宛, K. Nr. 27ノ 血液6 .0cc

ヲK. Nr. 30ノ 腹 腔 ニ接 種 セ リ.

〔第 Ⅴ 代 〕　K. Nr. 36ノ 血液5.0, 5.8ccヲK. Nr. 41, 42ノ 腹 腔 ニ,K. Nr. 37ノ 肝 臟 乳 劑7.0, 7.2ccヲ

K. Nr. 39, 40ノ 腹腔 ニ夫 々接 種 セ リ.

〔第 Ⅵ 代 〕　 K. Nr. 42ノ 血液4.0ccヲK. Nr. 50ノ 腹 腔 ニ接 種 シ,他 ノ4.0ccニ 等 量 ノ滅 菌 蒸 餾 水 ヲ加
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ヘテ 溶 血現 象 ヲ起 サ シメ タ ル後 島 津 製紫 外 線 應 用 物 質 鑑識 器 ニ ヨ リ30cmノ 距 離 ニテ10分 間 照 射 シ,直 ニ

其 ノ2.0ccヲK. Nr. 49ノ 腹 腔 ニ注 射 セ リ. K. Nr. 39ノ 肝 臟 乳 劑 ヲ前 記 ノ割 合 即 チ6.2, 5.3cc宛 夫 々K. Nr.

 43, 44ノ 腹 腔 ニ接 種 セ リ.

〔第 Ⅶ 代 〕　K. Nr. 44ノ 肝 臟 乳 剤 ヲK. Nr. 45, 46ノ 腹 腔 ニ前 述 ト同 樣 ノ比 ニテ 夫 々4.1, 4.2cc宛 接 種

シ, K. Nr. 43ノ 肝 臟 乳 劑 ヲK. Nr. 47, 48ノ 腹 腔 ニ 同 樣 ノ割 ニテ 夫 々5.9, 7.5cc宛 接 種 セ リ.猶K. Nr. 49ノ

血液4.0ccヲK. Nr. 51ノ 腹 腔 ニ,同 血液10.0ccニ3.8%枸 櫞 酸 曹達 溶 液 ヲ5.0%ノ 割 ニ加 ヘ, K. Nr. 42ノ

血 液 ニ於 ケ ル ト同 樣10分 間紫 外 光 線 ヲ照 射 シ,其 ノ5.0, 4.7ccヲ 夫 々K. Nr. 52, 53ノ 腹 腔 ニ注 射 セ リ.

第2項　 實 驗 成 績

〔第 Ⅰ 代 〕　M. Nr. 51-54ノ4例 ニ於 テ ハ, 7-13日 ノ 潜伏 期 ノ後,體 温 上 昇,食 慾不 逡,特

異 ノ外形 及 ビ衰 弱 ヲ來 セ シモ(附 圖Fig. 14參 照), Ms. Nr. 103ニ 於 テ ハ全 ク陰性 ナ リ.

第13圖

〔第 Ⅱ 代 〕　K. Nr. 17ニ 於 テハ42日 ノ後,兩 脚 ノ開 キ

大 トナ リ殊 ニ右後 脚 ハ外 方 ニ 向 ヒ, 10日 ノ後 衰 弱 死 ニ瀕

セ リ. K. Nr. 18ニ 於 テ モ, 38日 ニ シテ 兩 後 肢 外方 ニ向

ヒ, K. Nr. 20, 22(附 圖Fig. 6參 照)ニ 於 テ ハ夫 々27,

 14日 ノ後,後 脚 ノ麻 痺 ヲ證 セ リ.

其 ノ他M. Nr. 51ノ 腎臟乳劑 ヲ接種 シテ麻痺症状 ヲ呈 シタル

K. Nr. 22ノ 腎臟實質 ヲ寒 天培養基ニ培養 スルモ,何 等病原體ヲ

疑 フ可 キモ ノヲ發見 セズ.

〔第 Ⅲ 代 〕　K. Nr. 17ノ 血 液 ヲ接 種 セル2例 中K.

 Nr. 33ニ 於 テ, K. Nr. 20ノ 肝 臟 乳 劑 ヲ接 種 セル2例(全

例)K. Nr. 28, 29ニ 於 テ,血 液 ヲ接 種 セル1例K. Nr. 27

ニ於 テ, K. Nr. 22ノ 腎 臟乳 劑 ヲ注 射 セル2例 中K. Nr .

 24ニ 於 テ11-21日 ノ後,程 度 種 々 ナル陽 性 症 状 ヲ認 メ,

殊 ニK. Nr. 24, 29(附 圖Fig. 5參 照)ニ 於 テ兩 後 脚 ノ定

型 的麻 痺 ヲ證 明 セ リ.

〔第 Ⅳ 代 〕　K. Nr. 33ノ 血 液 ヲ 注 射 セル2例 中K.

 Nr. 36(附 圖Fig. 11參 照)ニ 於 テ7日 ノ後, K. Nr. 28

ノ肝 臟 乳劑 ヲ接 種 セル2例 中K. Nr. 37(附 圖Fig . 7參

照)ニ 於 テ7日 ノ後, K. Nr. 27ノ 血液 ヲ接 種 セル1例K.

 Nr. 30(附 圖Fig. 10參 照)ニ 於 テ65日 ノ後,夫 々陽性

症 状 ヲ認 メ,其 ノ3例 ニ於 テ後 脚 麻 痺症 状 著 明 ニ現 ハ レ

タ リ.

〔第 Ⅴ 代 〕　K. Nr. 36ノ 血 液 ヲ接 種 セ シ2例 中K. Nr.
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第11表
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42ニ 於 テ17日 ノ後, K. Nr. 37ノ 脾 臟 乳 劑 ヲ接 種 セ シ2例 中K. Nr. 39ニ 於 テ11日 ノ後,夫 々

陽性 成 績 ヲ認 メ,殊 ニK. Nr. 39ニ 於 テ ハ突 如 前後 肢 ノ完 全 麻 痺 ヲ惹 起 セ リ.

〔第 Ⅵ 代 〕　紫 外 光 線 ニテ照 射 セ シK. Nr. 42ノ 血液 ヲ接 種 セ シK. Nr. 49(附 圖Fig. 9參 照)

ニ於 テ,約26日 ノ後 麻 痺症 状 ヲ呈 セル ハ 一顧 ニ値 スベ シ. K. Nr . 39ノ 肝 臟 乳 剤 ヲ注 射 セ シモ

ノ ニ於 テ ハ2例 共 ニ陰 性 ナ リ シモ,更 ニ1代 接 種 ヲ續 行 セ リ.

〔第 Ⅶ 代 〕　成 績 陰 性 ナ リシK. Nr, 43, 44ノ 肝臟 乳 劑 ヲ接 種 セルK. Nr. 45-48ノ4例, K.

 Nr. 49ノ 血 液 ヲ其 儘接 種 セルK. Nr. 51及 ビ其 ノ血 液 ヲ紫 外光 線 ニテ照 射 シタ ル後 接 種 セルK. 

Nr. 52, 53ニ 於 テ ハ終 ニ何 等 特 異症 状 發現 ヲ見 ズ.

第13節　 治癒後血液(枸櫞酸曹達加)ヲ 以テセル實驗

(第14圖 及 ビ第12表 参照)

第1項 　實 驗 方 法

〔第 Ⅰ 代 〕　本 患 者 ノ熱發 作 ハ 昭 和2年1月16日 ヲ最 後 トシ テ爾 來體 温 上 昇 ヲ來 サ ズ.一 般 状 態 大 ニ

恢 復 シ,健 康時 ニ異 ナ ラザ ル快 適 ヲ覺 ユ ル ニ至 レ リ(第1篇 參 照).此 ノ恢 復 期(昭 和2年1月26日)ニ 當

リ,患 者 血 液 ヲ既記 ノ如 ク枸 櫞 酸 曹 達 溶 液 ヲ混 ジテ採 取 シ.體 重100grニ ツ キ0.7ccノ 割 ニテ2 .0-2.5cc

ヲM. Nr. 61-64ノ 腹 腔 或 ハ 皮 下 ニ注 射 セ リ.

〔第 Ⅱ 代 〕　 更 ニM. Nr. 64ノ 脾 臟 全 部(0.35gr)ヲ 以 テ4.5ccノ 食 鹽 水 乳 劑 ヲ作 リ,其 ノ2.3, 2.0ccヲ

M. Nr. 67, 68ノ 腹 腔 ニ夫 々接 種 セ リ.
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第2項　 實 驗 成 績

〔第 Ⅰ 代 〕　M. Nr. 61-64ノ4例 ニ於 テ ハ,何 等 罹 患症 状 ト認 ム

可 キモ ノヲ 見出 シ得 ズ.

〔第 Ⅱ 代〕　念 ノ爲 メ施 行 セ シ第 Ⅱ 代 移植 試 驗 ニ 於 ケルM. Nr.

 67, 68ニ 於 テ モ陰 性 ニ シテ, 1ヶ 月 ヲ過 ギテ特 異 ノ 症 状 テ來 ス コ ト

ナ ク漸 次 衰弱 斃 死 セ リ.

第14圖

第12表

第4章 　 對 照 試 驗 成 績

第1節　 健康人血液(枸櫞酸曹達加)ヲ 以テセル實驗

(第15圖 及 ビ第13表 參照)

第1項　 實 驗 方 法

接 種材料 トシテ,自 他覺的病的現象 ヲ有セザル筆者 血液 ヲ患者血液 採取 時 ト 同一 ノ注意 ト操作 トヲ以テ

採 取 シ,體 重 ニ應 ジ其 ノ2.2-3.5ccヲM. Nr. 80-83ノ

腹腔 或 ハ 皮下 ニ注 射 セ リ.

第2項 　實 驗 成 績

動物ハ何等ノ症状ヲモ呈セズ.體 重ハ漸次增加

シ,白 血球數ハ長時日ヲ經テ輕度 ノ增加ヲ認ムル

モノアルモ,中 性嗜好顆粒白血球 ノ增加 シ淋巴細

胞ノ減少スルガ如 キコト無 シ.總 テ52-122日 ヲ

經過 シテ他ノ因ニヨリ斃死 セリ.

第15圖
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第13表

第2節 　 健康人尿沈渣 ヲ以テセル實驗

(第15圖 及 ビ第13表 參照)

第1項　 實 驗 方 法

接 種材料 トシテ,自 他覺的病的現象ヲ有セザル筆者 ヨリ無菌的 ニ採取セル1囘 尿 ノ1部 約40 .0ccヲ 使用

セリ.本 尿ハ豫 メ嚴密 ナル化學的細菌學的檢査 ヲ行 ヒ,全 ク正常ナ ルヲ確 メタルハ勿論 ナ リ.該 尿 ヲ患者尿

接 種時 ト同一 ノ注 意 ト操 作 トノ下 ニ體 重 ニ應 ジ1.9-3.5cc宛M. Nr. 84-87ノ 腹 腔 或 ハ 皮 下 ニ注 射 セ リ.

第2項　 實 驗 成 績

前節血液ヲ以テセル實驗 ト同樣,全 部何等ノ症状 ヲモ呈スル事ナク48-98日 ノ後斃死 セリ.

第3節　 健康海〓Aノ 血液,膽 汁及 ビ肝臟乳劑 ヲ以テセル實驗

(第16圖 及 ビ第14表 參照)

第1項 　實 驗 方 法

昭和2年1月17日,接 種材料 トシテ全 ク健康ナル體重約500grノ 海〓Aヲ 選 ビ
,其 ノ血液,膽 汁及 ビ肝

臟 ヲ無菌的 ニ採取 シ,前2者 ハ其 ノ儘,後 者 ハ10倍 食鹽水乳劑 トシテ使 用 ニ供 セ リ.

實 驗 動 物 ハ500-2000grノ 家 兎 ヲ使 用 シ,血 液 ハK. Nr. 4ニ

3.0ccヲ 膽 汁 ハK. Nr. 5 , 6ニ0.30cc宛,肝 臟 乳 劑 ハ體 重 ニ比 例

シテ13.6, 12.6ccヲK. Nr. 7 , 8ノ 腹 腔 ニ夫 々注 射 セ リ.

第2項　 實 驗 成 績

5例 共何 レモ前述 セシガ如キ特異症状 ヲ發現 セズ.唯

中K. Nr. 4, 6ノ2例 ハ下痢ノ爲ニ斃ル.

第16圖
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第14表

第4節 　 健康海〓Bノ 血液並ニ肝臟,脾 臟及 ビ腎臟

乳劑 ヲ以テセル實驗

(第17圖 及 ビ第14表 參照)

第1項 　實 驗 方 法

昭和2年2月25日,接 種 材料 トシテ全 ク健 康 ナル體重 約500grノ 海〓Bヲ 選 ビ,其 ノ血液,肝 臟,脾

臟,賢 臟 ヲ無菌的 ニ採取 シ,血 液 ハ其 ノ儘,其 他ハ總 テ10倍 食鹽水乳劑 トシテ使用 ニ供 セ リ.M. Nr. 74

-79ニ ハ肝臟,脾 臟及 ビ腎臟乳劑 夫々2 .0-2.9cc宛 腹腔 ニ,Ms. Nr. 114-121ニ ハ血液 並 ニ肝 臟,脾 臟及

ビ腎臟乳劑0.3cc宛 ヲ腹腔 ニ注射セ リ.

第2項 　實 驗 成 績

海 〓6例 及 ビ「マウ ス」8例 ニ於 テ,何 等 特 異 症 状 ヲ呈 セズ.
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尚各乳劑及 ビ血液ハ 之ヲ寒天 培養基 ニ培 養スルモ細菌 ノ發生 ヲ見ズ.

第17圖

第5節　 鼠咬症交叉試驗(第3圖 及 ビ第4圖 參照)

實驗方法及 ビ其ノ成績

五 日熱ハ,其 ノ發作 ノ状態一見鼠咬症 ヲ想 ハシム ルモ ノ無 シトセズ.仍 ツテ該病 トノ關係 有無 ヲ識 ラン

ガ爲,茲 ニ交叉試驗 ヲ施行セ リ.

即 チ發作時患者血液 ヲ接 種 シテ罹患症状 ヲ呈 シ タル後恢復 セルMs. Nr. 34, 39, 41, 42,同 一血液 ヲ接 種

シテ羅患症状 ヲ呈セザ リシMs. Nr 33及 ビ發作時患者血漿 ヲ接 種シテ成績陰性 ナ リシMs. Nr. 63, 64, 65,發

作時患者赤血球 ヲ接 種シテ其 ノ成績陰性ナ リシMs. Nr. 67ノ 各ニ,鼠 咬症 「マウス」ヨ リ採取 セル 「スビロ

ヘーテ」含有 ノ血液約0.1cc宛 ヲ腹腔 ニ接種 セル ニ,其 ノ後7-10日ニシテ 血液 ノ暗 視 野 装 置 檢 査或 ハ

Giemsa氏 液染色標本檢査 ニヨ リテ,鼠 咬症「スピ ロヘーテ」ヲ其 ノ大多數例 ニ於テ發見 スル ヲ得 タ リ.而 シ

テ此等試獸 ノ多 クハ食慾減退 シ,運 動不活溌 トナ リ遂ニ斃死 スル ニ至 レリ.唯 五日熱 病 毒接種試驗陰性 ナ

リシMs. Nr. 33, 65ノ2例 ニ於テ,該 「スピロヘーテ」ヲ證明 シ得ザ リシノ ミ．

斯 ノ如 ク鼠 咬症 「ス ピ ロヘ ー テ」 含 有 血 液 ヲ接 種 シ,五 日熱病 毒接 種 試 驗 成績 ノ奈 何 ニ關 セ

ズ,特 ニ其 ノ陽 性 ナ リ シ全 數 ニ於 テ其 ノ血液 中 ニ該 「ス ピロヘ ー テ」 ヲ證 明 シ得 タ ル ヨ リ觀 レ

バ,本 五 日熱症 例 ノ鼠 咬症 ト直接 ノ關 係 無 キ モ ノナ ル ヲ首 肯 スル ヲ得 ベ シ.

第5章　 總括及ビ考按

第1節 　 實驗動物臨牀的症状

第1項 　 潜 伏 期

潜伏期即 チ接 種ヨ リ上述セ シ諸症 ノ2-3ガ 著明 ニ發現スル ニ至 ルマデ ノ時 日 ノ決定ハ頗 ル困難 ナ リ.

余 ハ可及的其 ノ正確 ヲ期ス可 ク細心 ノ注意 ノ下 ニ日々ノ生活状 態ヲ觀 察 シ,理 學的所見 ニハ 特 ニ意 ヲ效

シ,大 略次 ノ結果ヲ得 タ リ.

即 チ第15表 ニ示 ス ガ如 ク,海 〓 ニ於 テ 陽 性 症 状 ヲ示 シタル48例 ノ潜 伏 期 ハ平均15日 ニ シ

テ,短 や ハ3日 長 キハ27日 ヲ算 シ,「マ ウス」41例 ニ就 テ ハ平 均9日 ニ シテ,短 キ ハ24時 間以

内長 キハ44日 ニ達 セ リ.而 シテ家 兎 ニ於 テ ハ21例 ノ平 均 潜伏 期18日 ニ シテ短 キ ハ30時 間長

キハ65日 ニ及 ベ リ,
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第15表 　 潜伏期日數表

備 考　 括弧内 ノ數字ハ其 ノ平均 ヲ求 メタル罹

患動物數 ヲ示 ス

第16表

　第Ⅰ代實驗動物ニ於ケル接種

部位別潜伏期日數表

備 考　 括弧内 ノ數字 ハ其 ノ平均 ヲ求 メタル罹

患動物數 ヲ示 ス

潜伏 期 ガ實 驗 動物 ノ種 類 或 ハ個 體 ニ ヨ リテ,其 ノ感 受 性 ニ大 ナ ル差 違 アル ニ由 リ一般 ニ動 揺

スル ハStrisower50)氏 等 ノ認 メタ ル所 ナ リ.然 ル ニ本 實 驗 ニ就 テ觀 ル ニ,潜 伏 期 間 ガ接 種 セ ラ

レタ ル病 原 體 ノ毒 力 及 ビMcNee
, Renshaw & Brunt36)氏 ノ説 ケル ガ如 ク接 種 量 ニ ヨ リテ左

右 セ ラル ル コ ト大 ナル ハ否 ム ベ カ ラザ ル 事 實 ナル ガ如 シ.接 種 量 ノ多寡 ニ關 シテ ハ 今 直 チ ニ數

字 的 ニ算 出 スル コ ト能 ハ ザ ル モ,通 常 其 ノ量 ニ反 比 例 シテ 潜伏 期 ヲ短 縮 セル ヲ認 ム.

次 ニ各實 驗 動 物 ノ各 代 ニ於 ケ ル罹 患 率 及 ビ潜 伏期 ノ長 短 ヲ考 察 スル ニ代 ヲ累 ヌ ル ニ從 ヒ罹 患

率 次第 ニ減 少 スル ト共 ニ,何 シニ於 テ モ概 ネ其 ノ潜伏 期 ノ延 長 セル ハ興 味多 キ事實 ナ リ トス.

例 之 海 〓 ニ於 テ ハ第 Ⅰ代13日,第 Ⅱ 代19日,第 Ⅲ 代22日 ニ,「 マ ウ ス」 ニ於 テ ハ 第 Ⅰ代6

日,第 Ⅱ 代9日,第 Ⅲ 代31日 ニ,家 兎 ニ於 ヲ ハ 第 Ⅱ 代(家 兎 ニハ 直接 患 者 材 料 ヲ 接 種 セ

ズ,第 Ⅰ代 罹 患 海 〓 ヨ リ移植 セ シ ヲ以 テ家 兎 第 Ⅰ代 ハ 動 物 實 驗 トシテ第 Ⅱ 代 ト見 做 スヲ 得 .)

19日 ヨ リ第 Ⅲ 代14日 ニ短縮 セ シハ例 外 ナ ル ガ如 キ モ
,第 Ⅳ 代 ハ26日 ニ延 長 セ リ.

斯 ノ如 キ潜 伏 期 ノ延 長 ハ,累 代 動 物 體 通 過 ニ因 ル病 原體 ノ稀 釋 及 ビ其 ノ毒 力 ノ減 弱 ヲ想 定 シ

得 ベ キ モ ノ ト信 ズ.

實驗動物 ノ潜伏期 ニ就テ ハ,從 來比較的少數例 ニ就テ觀察 セラ レタル報告 アル ノミ.然 モ其 ノ動 物 ノ種

類,注 射量一定セザルヲ以テ,其 ノ潜伏期 ニ異同 アルヲ免レ ズ.從 ツテ直チ ニ其等 ノ成績 ヲ比較參照 スルハ,

固 ヨ リ當 ヲ得 タ リト謂 フヲ得 ザルモ,今 次 ニ2-3ノ 事 實 ヲ記述 シテ參考 ニ供セ ント欲 ス. Schilling45)氏ハ

發作時直後 ノ枸 櫞酸 血液5.0ccヲ 猿 ノ腹腔 ニ接種 シテ21日 ノ後短期持續 ノ熱 上 昇 ヲ観, Strisower50)氏ハ

患者 血液 ヲ接種 セル猫 ニ於 テ7-14日 ノ後 ニ,同 樣猫 ニ於 テ直接 血液傅染 ニヨ リ罹患 セル第 Ⅱ 代 患者 血液
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ヲ筋肉 内ニ注射 シテ41日 ノ後 ニ,及 ビ罹患 「マウス」ノ脾臟乳劑 ヲ接種 シテ40日 ノ後 ニ,罹 患スル ヲ觀 察

シ,白 鼠 ニ於テハ數時間後多クハ翌 日ニ至 リテ發病 シ,且 一般 ニ多數實驗 ヨ リ觀 テ 皮下注射 ニ於テ疾 患 ノ

迅速 ニ且激 シク起 ルヲ經 驗セ リ. Jungmann26)氏 ハ廿 日鼠及 ビ野鼠 ニ於テ12-16時 間,毒 力弱 キ材料 ヲ接

種 スル時 ニハ2-3日 後罹患症状 ヲ發セル ヲ觀 タリト云 フ.

余 ノ實驗 ニア リテ ハ腹腔 皮 下注 射 ノ2接 種 方 法 ヲ採 レ リ.而 シテ前 述 諸 家 ノ報 告 ニ徴 ス レバ,

試 獸 ニ於 ケ ル潜 伏期 ノ長 短 ガ接 種 方法 ノ如何 ニ因 リテ左 右 セラ ル可 キ コ トアル モ 頻 ル 考 ヘ得 ラ

ル ル所 ナ リ.

今 此等 諸 家 ノ成 績 ト余 ノ成 績 トハ,稍 條件 ヲ異 ニ スル所 アル ヲ以 テ直 チ ニ彼 此 相 比較 スル コ

ト困 難 ナ ル ハ勿 諭 ナル モ,種 々 ノ材 料 ヲ以 テ罹 患 セ シメ タル 第 Ⅰ代海 〓 及 ビ「マ ウ ス」ニ ア リテ

腹 腔 皮 下 ノ2接 種 方 法 中何 レガ早 ク陽性 症 状 ヲ發 程 セ シムル ヤ ニ就 テ 考 察 ス ル ニ(第16表 參

照),腹 腔 接種 動物 ニ ア リテ ハ平均11日,皮 下接 種 ノ モ ノ ニテ ハ平均10日 ノ潜 伏 期 ヲ算 ス.斯

カ ル點 ハ亦 前 記Strisower氏 ノ觀 察 セル所 ニ近 似 セ ル モ ノ ト謂 フ ヲ得 ベ シ.

第2項 　一 般 症 状

第3章 第1節 ニ述 ベタルガ如キ症状 ハ全 ク歐米學者 ノ説 ク所 ニ一致セ リ.即 チJungmuann26)氏 ハ廿 日鼠,

野鼠 ニ於テ一般症状 ノ他 ニ麻痺 ト痙攣 トヲ觀察 シ. Strisower50)氏ハ猫,白 鼠 ニ於テ「テ タニー」樣痙 攣或ハ

麻痺 ヲ認 メタル ヲ報 ゼ リ.吾 ガ邦 ニ於テハ稱 田敎授等25),海 〓,「 マウス」ニ於テ此等 ノ症状 ヲ經驗 シ 殊 ニ

海〓 ノ流誕及 ビ「マウス」ノ稍軟便 ヲ漏 ラシ,尚 時々起 ル頭部 ノ振顫ニ就キ記 セ リ.

余 ノ例 ニ於 テ ハ流 涎,振 顫 ニ ハ遭 過 セザ リ シモ,「 マ ウ ス」,海 〓 ニ於 テ何等 ノ原 因 ヲ認 ムル

コ トナク シテ軟 便 ヲ洩 ラ シタ ル モ ノ ア リ,但 シ是等 動 物 ハ僅 カ ノ原 因 ニ テ屡 々下痢 ヲ來 ス モ ノ

ニ シテ,此 ノ現 象 ノ ミヲ以 テ陽 性 ノ1症 状 ト見做 ス可 キ ヤ否 ヤ
,一 考 ヲ要 スル モ ノナ ル可 シ.

其 他 時 ニ實 驗 動物 ニ於 テ 血尿 ヲ見 タル コ ト有 リ.

猶余 ハ海 〓,「 マ ウス」ノ他 ニ,家 兎 ニ於 テ特 ニ顯 著 ナ ル麻 痺 ヲ認 メ タ リ.從 來 ノ文 獻 ニ微 ス

ル モ,是 ニ就 キ記 述 セル モノ無 キ ガ如 シ.

體 重 ノ減 少 ハ既 述 ノ如 ク殆 ド總 テ ニ於 テ見 ラル ル現 象 ニ シテ,海 〓 ニ ア リテ ハ 半月 ヲ出 デズ

シテ145gr至 ノ減 少 ヲ來 セル モ ノ ア リ.罹 患 スル ヤ次 第 ニ羸 痩 シ大 部 分 ニ於 テ體 重2/3ト ナル

(第6, 7, 18, 19, 22圖 參照).但 シ家 兎例 中,症 状 輕度 ニ シテ恢 復 セ シモ ノ ハ,海 〓 ノ成 績 陰 性

タ リ シモ ノ ト同 樣 却 ツテ體 重 ノ增加 ヲ來 セル モ ノ ア リ(第23圖 參 照).

第3項 　 熱 型

「マウス」ノ熱型 ニ就テハ識 ルニ由ナカ リシモ.海 〓及 ビ家兎ニ就テハ毎 日午前8時,午 後4時 ノ2囘 直

腸檢温ヲ行 ヒ,衰 弱 ノ兆顯著ナル時ニハ例外 トシテ更 ニ隨時檢温 セ リ.

實 驗 ニ供 セ シ海 〓 體温 ハ材料 接 種 後 一 定 ノ期 間(潜 伏 期)ヲ 隔 テ テ稍 急 劇 ニ動 揺 シ始 ムル ヲ常

トス.他 ノ症状 モ略 是 レ ト期 ヲ同 ジク シテ 發 程 シ來 ル.次 掲 數 表 ノ熱 型(第6
, 7, 18, 19, 20,
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21, 22圖 參 照)中(+)ヲ 記 セル ハ此 ノ時 期 ヲ示 セル モ ノナ リ.爾 後 經過 進行 ト共 ニ 多 ク ハ漸 次其

ノ 弛張 範 圍 ヲ上 方 ニ移 動 シ, 36°5-38℃ 或 ハ37°5-39℃ 稀 ニ ハ39°6Cニ 達 シ,次 第 ニ稽 留性 ト

ナル.既 ニ シテ體 重減 少 シ衰 弱 著 明 トナ ル ヤ,體 温 ハ漸 次 低 下 シテ 死 ニ移 行 スル モ ノ(第18圖

參 照),或 バ 一時 體 温 上 昇 シ,然 ル後 分利 状 ニ低 下 シテ死 スル モ ノ ア リ(第19, 20圖 參 照).時 ニ

ハ2-5日 ノ週 期 ヲ以 テ 熱 上昇 ヲ見 ル モ ノ ア リ(第18, 21, 22圖 參 照).

Jungmann28)氏 ハ海〓 ニア リテハ人體 ニ於 ケルガ如 キ定型的熱發作ニ 遭 遇セ ズ ト謂 ヒ, Rocha-Lima40)氏

ハ五 日熱材料(血 液,尿,蝨)ヲ 接種 セシ44例 ノ海〓 ニ於テ7例 ハ週期的ニ波動 ヲ示 シ,通 常 ヨリ0.5-1.0℃

高 キ特有 ノ熱型 ヲ示 シテ反應 シ, 10例 ハ恐 ラク不全型 ヲ意 味セル輕度 ノ熱 上昇 ヲ見 タルモ, 27例 ニ於テハ

何等 ノ現象 ヲモ證明 セザ リシヲ記 シ,同時 ニ發作時及ビ治癒後血液 ヲ接 種 セシ海〓 ノ熱型 ヲ提示 セ リ.稻 田

教授等26)ハ海〓 ニ於テハ體温ニ著變 ヲ認 メザ リシヲ報 ジ, Stiefler & Lehndorf33)氏 ハ 不規 則 ナル弛張熱 ヲ

認 メ タルモ動物 ノ個體 ニヨ リ體温 ノ動揺 アル ヲ以テ是 ヲ重要観 セズ.

尚竹 内53)氏ニ據 レバ健康海〓 ノ體温ハ37°5-39°0Cノ 間 ヲ往來 ス ト云 フ.

以 上 ノ事實 ニ徴 ス レバ本 實驗 成 績 ヲ一 ニ試 獸 ノ體 温 ニ ヨ リテ 律 ス ル ノ不 可 能 ナル ハ言 ヲ俟 タ

ズ.唯 試 獸 ノ 四圍 ノ状 況 ヲ參 照 シ,嚴 密 ナル體 温 測 定 ヲ行 ヒ,且 他 ノ諸症 状 ヲ併 セ考 フル時 ニ

始 メテ成 績 判 定 ノ1標 準 ト爲 スヲ得 ベ キ モ ノ ナ リ ト信 ズ.

次 ニ家 兎 ニ就 テ考 察 スル ニ,其 ノ體 温海 〓 ニ於 ケル ト殆 ド同樣 ノ經 過 ヲ辿 ル モ ノ 多 ケ レ ド

モ,海 〓 ニ比 シ更 ニ稽 留 性 ノ熱 型 ヲ示 ス モ ノ大 部 ヲ 占 メ,一 定 ノ週 期 ヲ有 スル ガ如 キ熱 發作 ヲ

示 セル ハ 單 ニ1例 ニ過 ギズ(第23圖 參 照).家 兎 ハ生 來海 〓 ニ比 シテ體 温 高 ケ レ ドモ弛 張 少 ク,

 Haberland22)氏 ニ ヨ レバ38°8-39°3C, Marek35)氏 ニ ヨ レバ38°5-39°5Cヲ 動 揺 ス ト云 ヘ ル ニ

比 ス レバ,余 ノ例 ニ於 テハ 昇降 ノ度 稍 強 ク38°3-39°8C時 ニ ハ40℃ ニ達 セル モ ノ ア リ.然 レ ド

モ其 ノ意義 ヲ判 定 スル ニ當 リテ ハ他 ノ諸 條件 ヲ總 合 考 察 スル ノ要 アル ハ亦 海 〓 例 ニ於 ケル ト同

一 ナ リ.

第18圖　 海〓第27號 體温體重消長圖
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第19圖 　 海〓第20號 體温體重消長圖

第20圖　 海〓14號 體温體重消長圖

†　印ハ斃死 ヲ示ス.以 下之 ニ準ズ.

第21圖　 海〓第28號 體温體重消長圖
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第22圖　 海〓第9號 體温體重消長圖

第23圖　 家兎第11號 體温體重消長圖

第4項　 血 液 所 見

罹患 セル海〓及 ビ家兎ニ就テ其 ノ血液像ヲ觀ルニ,接 種後一定時日ヲ經テ白血球增加 シ來 リ,

而 シテ中性嗜好顆粒白血球增加,淋 巴細胞減少ヲ示 シ, 2者 ノ曲線ハ經過 ニ從 ヒ次第ニ相接近

シ遂 ニハ交叉スルニ至ル.大 單核細胞,「 エオ ジン」嗜好細胞及 ビ鹽基性嗜好細胞 モ亦經過ニ從

ヒ前7者 ニ比 シテハ著明ナラザルモ稍增加ノ傾向アリ.今 總テノ例ニ亘 リテ其ノ曲線圖ヲ掲グ

ルハ繁 ヲ避ヶ,次 ニ1-2ノ 適例ヲ示 スベ シ(第24, 25圖 參照).此 等 ハ所見バ 一般ニ實驗ノ世

代 ヲ累ヌルニ從 ヒ漸次不著明 トナルヲ常 トス.之 ニ反 シ,對 照試驗 トシテ人血其他ヲ注射 セル

モノノ中, 1-2例 ハ多少ノ白血球增加 ヲ見タルモ(第26圖 參照),其 ノ增加ノ度 緩慢 ニシテ少

ク,他 ニハ却 ツテ減少ヲ示 セルモノアリ.其 他一般 ニ於テ白血球增加 ヲ見ルコト無ク,白 血球

各種別モ經過 ニ從 ヒ一定ノ變化ヲ示サザルハミナラズ,時 ニハ却 ツテ陽性例ニ相反 シ中性嗜好

顆粒白血球ハ減少 シ,淋 巴細胞ハ增加セルモノアリ.
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今泰西 ハ文獻 ヲ繙 クニ實驗動物 ニ於 ケル白 血 球 數 及 ビ其 ノ種 別 ニ 注 目セル モハ少 ク,纔 カニMcNee,

 Renshaw & Brunt36)氏 ノ血球檢 査ニ於テ些 ノ重要ナル結果 ヲ輿 ヘザ リシヲ結論 セルニ過 ギズ.

第24圖 海〓第8號 白血球數及ビ各種白血球ノ消長圖

L… 淋巴細胞, N… 中性嗜好顆粒 白血球, M… 大單核 細胞 及ビ移行型, B… 鹽基性嗜 好細胞,

 E… 「エオ ジン」嗜好細胞.以 下之 ニ準ズ.

第25圖 　家兎第3號 白血球數及 ビ各種白血球消長圖
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第26圖 　海〓第81號 白血球數及ビ各種白血球消長圖

吾 ガ邦ニ於テハ稻田敎授等25)ハ白血球 ノ態度ニ注目シ,海 〓 ニ於テ白血球增 加然 シテ中性嗜

好顆粒白血球增加,淋 巴細胞減少 ヲ擧ゲタリ.是 レ全ク余 ノ成績 ト一致スル所 ニシテ,余 ハ更

ニ家兎 ニ於テモ同樣 ノ所見ヲ得タルヲ茲ニ追加セン.

第2節 　 第 Ⅰ代接種試驗(患 者材料使用)成 績

(第17表 參照)

茲 ニ各接 種 材 料 ノ毒性 及 ビ各實 驗 動 物 ノ感 受 性 其 他 ニ就 キ一 顧 セ ン トス.

本實驗ハ可及的同一條件 ハ下 ニ施行セ ント努 メタルモ,接 種 材料 ヲ常 ニ同一 患 者ヨ リ得 ル ノ關係上,其

ハ多寡,種 類等意 ニ任 セズ.從 ツテ接種動物数,接 種 量 ヲ一定 セ シムルコ ト能 ハザ リシバ遺憾 ナ リトス.且

第17表 及 ビ第18表(次 節參照)ニ 示 シタルガ如 キ百分率 ニ絶對價値 ヲ附スルハ必ズ シモ當 ヲ得 タ リト云 フ

ヲ得ズ.然 レ ドモ以上反復セ シ動物實驗 ニ就 キ 其 ノ成績 ヲ相 互比較 スル時ニハ、 材料 ハ毒 性,動 物感受 性

ハ強弱如 何ヲ或 ル一定度 マデ窺知 スル ニ敢テ不當 ナ ラザ ル ヲ信 ズルモ ハナ リ.

第17表 ハ第 Ⅰ代 接 種 試 驗 即 チ各 動 物 ニ患 者材 料 ヲ直接 接 種 セ シ諸 實 驗 ノ 結 果 ヲ一括 セ シモ

ノ ナ リ.今 是 ニ就 テ觀 察 スル ニ,發 作 時 血 液,間 歇 時 血 液,活 癒 後 血 液,發 作 時 尿 沈 渣,發 作 時

腦 脊 髓 液 或 ハ此 等 ニ種 々 ノ操 作 ヲ加 ヘ タル モ ノ ノ中,海 〓 及 ビ「マ ウ ス」ニ對 ス ル毒 力 最 モ大 ナ

ル ハ發 作時 血液,溶 血 現 象 ヲ起 サ シ メタ ル發 作 時 血 液(枸 櫞 酸曹 達 加)及 ビ其 ノChamberland

氏 濾 過 器 通 過濾 液 ノ3者 ニ シテ殆 ド100%ニ 於 テ試 獸 ヲ罹 患 セ シム. Mandler氏 濾 過 器 ヲ通 ゼ

シ發 作 時血 液濾 液(87.5%),發 作 時 血 液 ヨ リ得 タル 白血 球 乳 劑(83.3%),枸 櫞 酸曹 達 加 發 作 時

血 液(80.0%), Mandler氏 濾 過 器 ヲ通 過 セ シ メタ ル 發作 時 尿 沈 渣 ノ無 菌 的 濾 液(80.0%)此 ニ
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次 ギ,更 ニ發作時血液ヨリ得タル赤血球乳劑(42.9%).發 作時尿沈渣(41.2%),發 作時血漿(40.0

%)ノ 順序ヲ以テ次第ニ毒性ヲ減 ジ,間歇時血液(12.5%)ヲ 以 テセル實 驗 ニ於テ試獸ノ羅患率最

モ少シ.治 癒後血液及 ビ發作時腦脊髓液ハ全ク陰性 ノ成績 ヲ示 セリ.

(備考　昭和2年4月 第24囘 日本内科學會報告 時ニ於 ケル 順位 ト多少 ノ相違 ヲ示セルハ,其 後 ノ實驗成

績追 加ニ因ルモ ノナ リ).

稻田敎 授等25)ハ成績 ニ據ル ニ海 〓ハ「マウス」ニ比 シテ稍過敏 ナルガ如 ク, Strisower50)氏ハ海 〓ニ於テ陰

性 ニシテ「マウス」ニ於テ罹患率大 ナ リシヲ説 ケリ.

第17表

備 考　 不慮 ノ疾病ニ ヨリ斃レ タルモ ノヲモ陰性中 ニ算入セ リ
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余 ガ實驗 ニ ア リテ海 〓 ト「マ ウ ス」 ニ於 ケ ル罹 患 率(感 受性)ヲ 觀 察 スル ニ,海 〓 ニ於 テ ハ44

例 中35例 陽 性(79.5%)ニ シテ,「 マ ウ ス」ニ於 テ ハ56例 中25例 陽 性(44.6%)ヲ 示 シ,海 〓 ニ於

ケ ル 陽性 率 ハ 「マウ ス」ニ比 シテ大 ナ リ.此 レStrisower氏 ニ反 シテ 稻 田敎 授 等 ノ實 驗 成績 ニ

近 キ モ ノ ナ リ.

更 ニ材 料 ノ接 種 方 法 如 何 ニ ヨル 陽 性率 差違 ノ有 無 ヲ觀 ル ニ,皮 下 接 種 ノ場 合 ト腹 腔 接種 ノ場

合 ト,其 ノ間僅 少 ナ ガ ラ成 績 ノ差 違 ヲ認 ム.即 チ海 〓 ニ ア リテ ハ腹 腔 内注 射 ニテ81.5%,皮 下

注 射 ニ ヨ リテ76.5%ハ 腸 性率 ヲ得,「 マウ ス」ニ於 テハ 腹 腔 内接 種 ニテ41.9%皮 下 注射 ニ テ48.0

%,ノ 成 績 ヲ示 セ リ.是 ニ由 レバ海 〓 ニ於 テ ハ腹 腔接 種,「 マ ウ ス」ニテ ハ 皮 下接 種 ノ方 稍 大 ナル

羅 患 率 ヲ齎 セル ガ如 シ. Bruce11)氏 ノ人 體 實 驗 ニ於 テ,筋 肉 内 或 ハ皮 下接 種 例 ハ成績 陰性 ナ リ

シモ靜 脉 内 ニ接 種 セ シモノ ハ陽 性 ヲ示 セル ヲ記 セ リ.

抑 々五 日熱病 毒 ノ血液 中 ヲ循 環 セル 事 實 ハ既 ニ諸 家(Bruce11),稻 田25), Strisower50), Topfer

56,57)
, Werner58-64,69), u A.)ノ 認 ムル所 ニ シテ,余 ノ實驗成 績 ニ就 テ觀 ル モ,血 液 ヲ接 種 セ シモ

ノニ於 テ,其 ノ陽性 率 最 モ大 ナ ル ハ,確 實 ニ此 ノ事 實 ヲ裏 書 スル モ ノ ナ リ ト謂 フ可 シ。殊 ニ發

作 時 血液(枸 櫞 酸曹 達 加)ニ 溶 血現象 ヲ起 サ シメ タ ル モ ノ及 ビ其 ノChamberland氏 濾 過 器 ヲ通

渦 セ シ メタ ル濾 液 ニ於 テ,血 液 其 ノ儘 ヲ接 種 セ シモ ノ ニ於 ケ ル ト同樣100%ヲ 示 セル ハ 一顧 ニ

價 スlベキモ ノ ト信 ズ.

五 日熱病毒 ガ血液中主 トシテ如何 ナル成分 ニ含有 セラルルカニ就テハ 未 ダ確説ナ シ.最 初 ニ此 ハ方面 ニ

關スル研究 ニ着 手 セシハMcNee, Renshaw & Brunt36)氏 等(1916年)ニ シテ.全 血液 注射 ニヨリテハ7例 ニ

於テ全部感染 セ シメ得ル モ,血 漿使用ニヨル 實驗ハ陰性 ニ終 リ,唯 接 種前溶 血現象 ノ起 レル1例 ニ於ヲハ

傳染性 ヲ有 シタルヲ證セ リ,且 其他 ノ認過試驗 ニヨ リテ病原體ハ恐ラ ク白血球 或 ハ赤血球中 ニ含 マ レタル

モ ハナ ラン ト謂 ヘ リ.

之 ニ反 シBruce11)氏 等(1918年)ハ 血液 ノ顯微鏡的檢査ニ於テハ病原體 ト考 フ可 キ微 生體 ヲ發見 スル コ ト

能ハザ リシモ,病 原體ハ細胞體内寄生體 ヨ リ寧 ロ細胞體外寄生體 トシテ 血漿 中ニ存 スベキモ ノナラ ント云

ヘ リ. His24)氏ハ病原體 ト考 フ可 キ微生體ハ多 クハ血漿 内ニ遊離 シテ存 シ,稀 ニハ赤 血球 内ニ存 スルモ決 シ

テ 白血球 内ニハ存 セズ ト云 ヘ リ.

今余 ノ成 績 ニ據 ル ニ,獨 リ赤 白 血球 等 血 液 ノ有 形 成 分 ノ ミナ ラ ズ,血 漿 ニ於 テ モ毒 性 ヲ有 シ

試 獸 ハ40.0%ノ 罹 患 率 ヲ示 セ リ.是 レ病 毒 ハ有 形成 分 ノミ ナ ラズ,血 漿 中 ニモ存 ス ル モ ノナ ル

ヲ推 定 セ シ ムル モ ノ ナ リ ト信 ズ.

「ア メ リカ」 學 者 殊 ニBruce11)氏 等 ハ,喀 痰 及 ビ尿 ト共 ニ病 原體 ノ排 出 サ レ得 ル ヲ想 像 セ リ.

余 ノ實驗 ニ於 テ モ發 作 時 尿沈 渣 ハ41.2%ノ 陽性 率 ヲ示 シ,更 ニ發 作 時 尿 沈 渣 ノ無菌 的濾 液 ニ ヨ

リテ モ80.0%ノ 陽 性 率 ヲ得 タ ル ニ徴 ス レバ,本 症 病 原 體 ハ尿 ニ ヨ リテ體外 ニ排 除 セ ラルルコ ト

想 定 スル ニ足 ルベ シ.

稻 田敎 授等26)ハ 發作 時 以 外 ノ血 液 ヲ「マ ウ ス」ニ注 射 スル モ何 等 異 常 ヲ認 メズ ト謂 ヘ リ.余 ハ
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間歇時血液(枸櫞酸曹達加)ヲ接種 セル海〓 及ビ「マウス」各4例 中,海 〓 ノ1例 ニ於テ陽性成績

(12.5%)ヲ 得タ リ.但 シ發作時血液及 ビ其 ノ諸成分並ニ發作時尿沈渣 ヲ以テ行ヘル實驗ニ比 シ

テ陽性率著 シク低 シ.治 癒後血液ヲ使用 セシ成績ニ於テハ全部陰性ニ終 リ,發 作時腦脊髓液ヲ

接種セシ「マウス」6例 ニ於テモ陰性 ノ結果ヲ得タ リ.

之ヲ要スルニ,以 上ノ諸成績ニ據 レバ本病病原體ハ恐ラク發作時血液中,稀 少ナガラ間歇時

血液 中 ニ モ存 在 シ,白 血 球,赤 血球,血 漿 ノ先 レニ於 テ モ含 有 セラ レ,尿 中 ニモ排 泄 セ ラル ルレ

コト略窺知 スルニ足ルベシ.而 シテ此等患者材料 ニ就テ暗視野其他ノ顯微鏡的檢査及 ビ培養試

驗 ヲ施スモ,微 生體 ト見ルベキモノヲ發見シ得ザ リシコ ト既 ニ第1篇 ニ記 セシガ如 シ.且 血

液及 ビ尿ノ無菌的濾液モ亦毒性大ナル ト,更 ニ次述罹患動物 ノ血液及 ビ臟器乳劑ノ無菌的濾液

ガ他健康動物ニ一定ノ症状ヲ起サシメ得タル トハ,本 病毒 ノ濾過性タルヲ想ハシムルモノナル

モ,是 ニ關スル考按ハ病原論條下ニ讓 リ今茲ニハ述ベズ･

第3節　 第 Ⅱ 代以下累代接種試 驗(動 物材料使用)成 績

(第18表 參照)

第 Ⅱ 代以 下累代接種試驗ノ成績ニ就テ總括的考察ヲ下サントス.

即チ有毒ナル患者林料ヲ接種シ,是 ニ由リテ症状ヲ發セシ試獸ノ如何ナル組織乃至臟器ガ他健康動物ニ

如何ナル程度ニ於テ有毒ナルヤ,換 言スレバ五日熱病毒ハ罹患試獸體内ニ於ケル分布状態ノ如何ヲ究メン

ト欲スルモノナリ.

血液及 ビ肝臟,脾 臟,腎 臟,骨 髓乳劑 ニ就テ觀ルニ.其 ノ毒性骨髓ヲ除 キテハ大差ナク43.3

-47.4%ノ 間ニ於テ試獸 ヲ罹患 セシム.而 シテ腎臟乳劑最モ有毒ニシテ47.4%ノ 陽性率 ヲ示 シ,

血液,脾 臟,肝 臟ノ順位 ニ於テ毒力低下ス.斯 ク腎臟ニ於 テ陽性率大ナルハ,其 ノ含有サルル

病原體ノ多キヲ推 シ得ベク,組 織學的所見(第3篇 參照)ノ著明ナル事實,且 實驗動物ノ時々血

尿ヲ洩ラスコトアルニ鑑 ミ頗ル興味アルモノト思推 セラル.血 液ノ接種ニヨリ約46.7%ノ 陽性

率 ヲ擧ゲタルハ,罹 患動物 ニアリテモ猶且患者體内ニ於ケルガ如ク病毒ハ血液中ニ豊富 ニ存 ス

ルヲ示スモノニシテ,血 液ノ崩壞創成 ト密接ナル關係ヲ有 シ,且 比較的血管 ニ富 メル脾臟,肝

臟 ニ一定ノ毒性ヲ認メタルモ決 シテ偶然ニ非ザルヲ想ハシムルモノナリ.唯 重要 ナル逡血臟器

タル骨髓ノ接種ガ著明ナル罹患率ヲ示サダリシ(6例 中ノ1例)ハ 稍説明 ニ惱ム所 ナルモ,實 驗

例數少ク直チニ確 言シ得ザルヲ遺憾 トス.更 ニ罹患動物 ノ臟器(肝 臟,腎 臟乳劑)ノ 無菌的濾液

テ他健康動物ニ接種 シテ殆100%ノ 陽性率ヲ得タルハ,患 者血液及 ゼ尿濾液ガ試獸ニ對 シテ毒

性大ナル(第 Ⅰ代實驗)ト 共ニ本病病原體ノ檢索 ニ對 シテ意義淺カラザルモノ ト謂フヲ得ベ シ.

更 ニ各世代 ニ於ケル陽性率ヲ觀ルニ(各 種試獸 ヲ含算ス),第 Ⅰ代60.0%,第 Ⅱ 代52.7%,

第Ⅲ 代38.9%,第 Ⅳ 代55.6%,第 Ⅴ代33.3%,第 Ⅵ 代25.0%,第 Ⅶ 代ニ於 テハ0%ト

ナリ第 Ⅳ 代ヲ除キテハ次第 ニ罹患率ノ低下ヲ現ハセリ.斯 ク代ヲ重 ヌルニ 從 ヒ陽性率 ノ低下
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セル 事 實 ト,第15表 ニ見 ル ガ如 ク其 ノ潜 伏期 ノ延 長 セ ル事 實 トヲ照 合 スル ニ,累 代 動 物 體 通

過 ニ由 リ病 原體 ノ稀 釋 サ レ或 ハ其 ノ毒 力次 第 ニ減 弱 サ レ遂 ニ全 ク消 失 スル ニ至 リシ ヲ窺 フ ニ足

ル可 シ.

是 ヲ文獻 ニ徴 スルニ, Jungmann28)氏 ハ 「マウス」ヨ リ「マウス」ニ傅染 セ シメント試 ミ, 12囘 ノ心臟 血液

移植ニヨ リ成 功 シ3代 ニ至 リシヲ報告 セ リ.同 氏ハ其等 ノ「マウス」ハ異種 血液 ノ過大量 ノ影響 ニヨリ斃 ル

ルモノナラント爲 スSchilling氏 ノ抗議ニ對 シテ,動 物通過試驗 ニ於テハ0.2-0.4ccハ 「マウス 」血 液 ノミ

ナルヲ以テ同種 ナ リトテ反駁 シ,最 近Strisower氏 ハ,實 驗 ニヨ リJungmann氏 ノ成績 ヲ確證 セ リト謂 ヘ

リ.即 チ0.3-0.7ccノ 血液 ヲ以テ感染 セ シメタル20匹 ノ白「マウス」ノ中, 14ハ 定型的ナル病像 ヲ呈 シテ

死 シ,又 罹患「マウス」ノ脾臟乳劑 ヲ以テ感染 セシメラ レタル7例ノ「 マウス」ニ於 テモ 亦同樣 ノ症状發現 ヲ

認 メタリト記ス.稻 田敎 授等25)ハ動物體内 ヲ幾囘 モ通過 セシムル事 ニヨ リ試驗材料 ハ毒力ハ減弱 シ來ルモ

ノナル ヲ想像セ リ.

第4節 　 病 原 論

第1項 　 病原體ニ就テ

五 日熱 ハ病 原體 トシテ 擧 ゲ ラ レ タル モ ノ極 メテ 多 シ.但 シ一 トシテ 未 ダ 一般 ノ承 認 ヲ得 ル所 トナ ラズ.

 Benzler6,7), Bittorf8), Brasch10), Enderle17), Freund19), Galambos20), His24), Jungmann26-28), Korbsch31),

 Schittenhelm und Schlecht46,47), Topfer56,57)氏 等 ハ雙 桿 菌 ニ類 似 セ ル モ ノ或 ハ 雙 球 菌 樣 ハ微 生 體 ヲ,又

Korbsch31), Muller38,39), Riemer42), Topfer56)氏 等 ハ「ス ピ ロヘ ー テ」ヲ發 見 セ リ.之 ニ 反 シBenzler6)氏 ハ

血液 塗 抹 標 本,濃 塗 標 本 及 ビ 自然 ノ血液 標 本 ニ於 テManson氏 染 色 法,固 定 及 ビ染 色 時間 ヲ種 々 ニ配 合 セ

シGiemsa氏 染 色 法, Burri氏 墨 汁法, Fontana & Levanditi氏 「ス ピ ロヘー テ 」塗 銀 法 等 ヲ以 テ 檢 セ ル モ

「ス ビ ロ ヘー テ」ヲ證 明 セ ズ ト爲 シ, His24)氏 ハ 患者 血液 ヲ心臟 内或 ハ 腹 腔 ニ注 射 セ シ海 〓 ハ血 液 中 竝 ニ肝

臟,脾 臟 及 ビ骨 髓 ノ塗 抹 標 本 中 ニ多 數 桿 菌 樣 ノ微 生 體 ヲ發見 シ,是 ヲ以 テTopfer氏 ノ發見 セ シ原蟲(「 ス

ピ ロヘ ーテ」?)ノ 或 ル發 育 時 期 ナ リト記 セ リ. Harpfer23)氏 ハ 又 在 來 病 原 體 ト シテ提 唱 サ レ シ種 々 ノ小 體 ハ

同 一 物 ナ ル モ,多 少 ノ相 違 ハ 其 ノ發 育 時 期 ニ關 ス ト云 ヘ リ,此 ハ他 原蟲 類似 ノ小 體 ヲ認 メ シ者 ニSchmidt48)

氏 ア リ. Deyke16)氏 ハ本 病 ヲ以 テ 原蟲 ニ因 ル疾 患 ナ ラ ン ト思 惟 セ リ.

本 病 ニ關 シテ一 定 ハ病 原體 ヲ認 ム ル學 者 ハ多 數 ナ ルハ 上 述 ノ如 シ.然 ル ニ之 ニ反 シテ 精 密 ナ ル研 索 ヲ重

ネ タル ニ拘 ラズ 其 ノ成 績 全 ク 陰性 ニ終 リシ ヲ報 ズ ル者 亦 尠 カ ラ ズ,例 之Franke18), Gutmann21), Stiefler

 & Lehndorf38)氏 ハ 血 液塗 抹 標本,濃 塗 標 本 及 ビ懸 滴 標 本 ニ於 テ,病 原體 ト認 ム可 キ モ ハヲ證 明 ス ル ニ至 ラ

ズ.血 液 ノ培 養亦 陰 性 ハ結果 ヲ示 セ ル ヲ記 シ, Gutmann氏 ハ 血液 ヲ熱 發 作 時 ニ採 リ寒 天,腹 水 寡 天 ,葡

萄 糖寒 天 培 養基,肉 汁 及 ビ葡萄 糖 肉 汁 ニ 培 養 シ,一 部 ハ 好 氣 性 ニ,一 部 ハ 嫌 氣 性 ニ24-96時 間37℃ ニ培

養 セル モ,遂 ニ何 物 ヲモ認 ム ル ヲ得 ズ ト云 ヘ リ. Moltrecht37), McNee, Renshaw & B unt36)氏 等 ハ 血液 ノ

ミナ ラズ,尿,屎 ニ就 キテ モ種 々 ノ見 解 ノ下 ニ細 菌 學 的 檢 査 ヲ行 ヒ シ ガ亦得 ル所 ナ カ リキ.但 シMcNee,

 Renshaw & Brunt氏 ハ 血液 ニ於 ケル 唯一 ハ常 在 性 形 態 的變 化 ト シテ 鹽基 性 點 状 物 ノ存 在 ヲ 注 意 セ リ.

 Rumpel44)氏 ハ 細 菌學 的,原 蟲 學的 竝 ニ血淸 學 的(歐 洲 囘 歸 熱 ニ對 スル凝 集 反 應 及 ビ補體 結 合試 驗)ニ 全 ク陰

性 ナ リシヨ リ觀 テ,本 症 ハ 非 定 型 的 囘歸 熱 ナ リト ノ假 定 ヲ事 セ リ.
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吾 ガ邦 ニ於 テハ,稻 田敎 授等25)患者血液及 ビ罹患「マウス」ノ血液或ハ脾臟 ハ塗抹標本 ニ就テ 病 原體 ハ檢

索 ニ努力 スルモ,何 物 ヲモ認 ムルヲ得 ズ.吉 野67)氏ハRomanowski-Giemsa氏 液 ニ染色性 ヲ有 スル恐 ラク

原蟲 ニ屬 ス可 キ小體 ヲ發見 シ病原體 ナ リトセ リ.

余 モ亦 本 例患 者 ノ血 液,尿 等 ヲ腹 水寒 天,寒 天,血 液 寒 天培 養 基 上 ニ(時 ニ ハ嫌 氣 性 ニ)培 養

シ,經 過 ニ從 ヒ頻 囘 血液 ノ塗抹 標 本,濃 塗 標 本 ヲ製 シ,暗 視 野装 置 又 ハ種 々ナ ル染 色 法 ニ テ檢 ス

ル モ疑 ハ シキ小體 ヲ發 見 セズ.染 色 ハ主 トシテGiemsa氏 法 又 ハManson氏 法, Pappenheim

氏 法 等 ヲ用 ヰタ リ.血淸 學 的 ニモ種 々檢 索 ヲ施 セ シモ亦得 ル所 無 カ リキ(第1篇 參 照).實 驗 動

物 ニ於 テモ,經 過 ニ從 ヒ再 三 血 液 ノ塗抹 標 本,懸 滴 標本 等 ヲ製 シ,暗 視 野 装 置其 他 種 々 ナ ル染

色 法 ニ ヨ リ檢 索 セ シニ, Ms. Nr. 37, 38ノ 血液 ニ於 テ2-3囘Stabchen樣 小體 ヲ, M. Nr. 22

ニ於 テ 活動 性 微 生體 ヲ認 メタル以 外,成 績 常 ニ陰性 ニ シテ然 モ該 小體 ハ後 ニ至 リ赤 血 球 ノ變 形

物 質 タル ヲ知 ル ニ至 レ リ.其 他 斃 死 或 ハ屠 殺 セ シ各 動 物 ノ肺 臟,肝 臟,脾 臟,腎 臟 及 ビ骨髓 ノ

塗 抹 ヲ行 ヒGiemsa氏 液 ニ テ染 色 セル モ ノ ニ就 キ病 原 體 ヲ 檢 索 スル モ,亦 遂 ニ 何 物 ヲモ證 明

セズ.甚 ダ遺 憾 トス ル ハ蝨 傳 染 試 驗 ヲ行 ヒ,所 謂Rickettsia pediculi oder wolhynicaノ 有

無 ヲ檢 ス可 ク,漸 ク ニ シテ 衣服 蝨 ヲ得,患 者 上 膊 ニテ飼 養 シツ ツ ア リシニ,其 ノ容 器Sikora49)

氏 ハ小籠 ノ如 キ完 全 ナル モ ノナ ラザ リシ爲 メ,不 注 意 ヨ リ實 驗 蝨 ヲ 見失 ヒ結 末 ヲ得 ル コ ト能 ハ

ザ リ シ點 ナ リ.

第2項 　病 原 體 ノ毒 力 ニ就 テ

前節記述セ シガ如 ク五 日熱病原體ハ未 ダ確定セ ラ レズ.然 レドモ患者竝ニ實驗動物 ニア リテハ 病毒 ハ存

在 スル場所(血 液 其他)及 ビ其 ハ外界 ニ排泄セ ラルル經路 略闡 明セラルルヲ以テ(第5章 第2, 3節 參照),本

病毒 ノ毒 力 ニ關スル實驗 ハ,必 ズシモ困難ナ テズ.從 ツテ此 ノ方 面 ノ研究 亦枚 擧ニ遑 ナ シ.

先 ヅBruce11)氏 ハ「アメ リカ」陸軍省五 日熱 調査 會ノ精密 ナル研究 ノ結果 ヲ發表 セ リ.其 ノ内容微 ニ入 リ

細 ヲ穿チ,實 ニ餘 ス所無 キガ如 シ.今 其 ノ要點 ヲ略述セ ンニ疾 病 ヲ起 シ得 ル血液 ハ最小量 ヲ0.5ccト シ,

血液 ハ第1病 日ヨ リ傳染性 ヲ有 シ殊 ニ1例 ニ於テハ443日 後 マデ 傳染 力 ヲ保有セ シモノア ルヲ認 メタ リト

云 フ.又 五 日熱患者皮膚 ニテ 蝨ヲ養 ヒシニ, 5-9日 ニシテ其 ノ大多數 ハ有毒性 トナル ノ ミナ ラズ.排 泄物

モ亦傳染 カ ヲ有スルニ至 リ,其 ノ0.1mgハ 他動物 ヲ發病セ シムル ニ充分 ニシテ,且 毒力バ少 ク トモ4箇 月

間保有サ レ,數 日間 日光 ニ曝 ラス トモ傳染力 ヲ失 フコ ト無 ク, 100℃ ノ乾燥熱 ヲ20分 間或ハ60℃ ハ濕温 ヲ

20分 間作 用セ シムル事 ニヨ リ毒性消失スル ヲ實驗 セ リ.其 ノ免疫 性ニ關 シテハ, 1囘 ハ感染 ハ 唯部分的及

ビ限局性 ノ免疫性 ヲ生 ズルモ ハノ如 ク,又Swift51,52)氏 ト同様傳染 セル蝨 ヨ リ其 ハ卵 ヲ通 ジテ彼 ノ子 孫 ニ

五 日熱病原體 ノ遺傳 ハ無 シト謂 ヘ リ.

Byam & Lloyd13)氏 ハ 自己 ハ實驗及 ビ其他 ハ見地 ヨ リ説 ヲ爲 シテ 曰 ク,「1)　五日熱患 者 皮膚 ニテ養 ヒシ

蝨ハ5-8日 ニシテ傳染性 トナ リ,之 ニ反 シテ健 康人 ニ於 テ養ハ レシモ ノハ他 ヲ發病セ シム ル 事 能 ハ ズ.

 2)　1度 傳 染セ シ蝨ハ傳染後23日 目ニ至 ルマデハ確實 ニ生存 ス. 3)　感染 セル蝨ヲ健康人 ニ附著 セ シムルニ,

或 ル數 ニ於テ傳染起 ル.而 モ其 ノ發病 マデニ要 スル期間ハ屡30日,時 ニハ ヨ リ長キ コ トア リ,斯 ハ如 キ際
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年齡若キ者ハ老人 ニ比 シテ蝨 ノ刺 螫ニ對 シ,ヨ リ容易 ニ反應 ス.但 シ老年者ナ リトモ 皮膚 ノ人工的 ニ損傷

サレタル時ニハ感染 シ易 シ. 4)　蝨 ノ有毒性排泄物ハ 一部 ハ蝨 ノ刺戟 ニ因 ル皮膚擦過 傷,一 部 ハ 銃創 其 他

ノ損傷 ヲ通 ジ、或 ハ健康 ナル結膜 嚢 ヲ通 ジテ體 内ニ入 ルモ ノナ ラン.其 ノ排泄 物 ノ0.1mgハ 皮 下注射 ニ ヨ

リ發病セ シメ得 ルモ,實 驗的成績 ニ據 レバ經 口的或ハ吸入ニ依 リテ傳染 ハ起 ラザル モノノ如 シ. 5)　嘗 テ蝨

ノ寄 生ヲ受 ケタル コト無 シ ト雖,衣 服或 ハ毛布 ヲ拂 ヒシ際附着 セ シ蝨排泄 物ハ空中 ヲ 塵 トシテ運 バレ傳染

ヲ起 サシムル事 アリ」ト.

Bacot4)氏ハ五 日熱患者 ノ症状全 ク去 リテ ヨ リ3箇 月間ハRickettsia quintanaニ ヨ リテ蝨 ヲ 感染 セ シメ

得ルヲ説 ケリ.

以上 諸實 驗 偏徴 ス レバ,本 病 病 原體 ノ毒 カ バ可 ナ リ強 力 ナル モ ノ ト思 考 サ ル.余 唯蝨 ニ關 ス

ル追 試 ヲ企 テ不 幸 ニ シテ失 敗 ニ終 リタ ル ハ遺 憾 ナル モ,其 他 ノ動 物接 種 試 驗 轟於 テ ハ代 ヲ重 ヌ

ルコ ト6代 ニ及 ビ,且 各 代 試獸 ノ罹 患 率 亦大 ナ リ シ事 ヨ リ觀 レバ,本 病 病 毒 ノ毒 性 強 大 ナ ル蓋

シ想 像 ニ餘 リ有 リ ト謂 フ可 キ ナ リ.尚 前 述第3章 第12節 實 驗 中第 Ⅴ 代 陽 性 家 兎42號 ノ血 液 ニ

紫外 光 線 ヲ作用 セ シ メタル モ ノ モ,尚 他 健 康 家兎 ヲ發 病 セ シメ得 タ ル ハ稍 興 味 ア ル事 實 ニ シテ,

嘗 ツテBarnard5)氏 ノ行 ヒシ實 驗 成 績 ニ 一致 セ リ.

第3項 　病 原 體 ハ 果 シテ濾 過 性 ナ リヤ

本 病 原體 ノ濾 過 性 ニ就 テ ハ賛否 相 半バ セ リ.即 チ米 國研 究團 ハ病 原 體 ノ濾 過 性 ヲ提 唱 シ,英

國研 究 團 ハ濾 過性 並 ニ超 顯 微 鏡 性 ニ反 對 セ リ.

McNee, Renshaw & Brunt36)氏 等ハ血淸 ヲ直 ニDoulton氏 濾過器或ハBerkefeld氏 濾過 器 Ⅴニテ濾過

シ接種 セルモ陰性ナ リシヲ實驗 シ,其 ノ説明 トシテ五 日熱 病原體 ハ 恐 ラク血球内 ニ在 リ,爲 ニ血球 ノ破壞

セラルルニ非 レバ血漿及 ビ血淸 モ傳染性 トナ ル能 ハザルガ爲ナ リトセ リ. Swift51)氏等ハ血漿内 ニ於 ケル病

原髓 ノ濾過性 昌關 スル實驗 ニ於テ陰性 ノ成績 ヲ得 タルモ,他 方傳染性 ヲ有 スルモ ノトセラ レタル 赤血球 ハ

破壞洗滌後 ノ濾液 ヲ以テセル1實 驗 ノ結果 ヨ リ,病 原體 ヲ含 メル血漿濾液 ヲ以 テセル 實驗 ノ陰性 ニ終 リタ
ー
ルハ,「 グ ロプ リン」及 ビ「アルプ ミン」等 ノ大 ナル「コロイ ド」物質 ガ濾過 器 ノ孔ヲ 閉塞 スル ニ因ル モノ ト爲

シ,適 當ナル壓 力ノ下 轟於テハ五 日熱病原體 ハ普通 ノ細菌 ヲ 充分 抑留 スルガ如 キ小 孔 ヲ有 スル濾渦器 ヲモ

通過 スベシトナシ, Arkwright氏 ノ業績 ヲ引用シ,其 ノ業績 トノ一 致 ヲ説 キ,面 シテMcNer, Renshaw &

 Brunt氏 等 ノ不成功 笛終 リシ原因ヲ説明セ リ. Bruce11)氏 ハ英國陸軍省調査會 ニヨ リテ施行 サ レタル實験 ヨ

リ結論 シテ五 日熱ノ病原體ハ超顯微鏡的及 ビ濾過體 ナ リト謂 フ能ハズ ト云 ヘ リ,

獨逸 昌於テハJungmann28)氏 ハ當時擧 ゲラ レタル總 テ ノ小體 ハ,其 ノ最 モ原始的 ナル發育時期 ニ於 テハ

其 ノ直徑1/2Mヨ リ小ナル微小球状彎 曲體 ナルヲ以テ普通 ノ濾過器 ハ通過 ス可 ク,或 ハ發疹「チ フス」ノRi-

ckettsiaハBerkefeld氏 濾過 器 ニ抑留 セラル ト謂ヒ シRocha-Lima氏 ノ言 ハ又五 日熱病原體 ニモ適用セ ラ

ル可キ乎 ト云 ヘ リ.

余 ノ實 驗 ニ ア リテ溶 血血 液 ヲChamberland氏 濾過 器 ニ テ濾 過 セル モ ノ ニテ ハ5例 中5例,

枸櫞 酸曹 達 加 血液 ノMandler氏 濾 渦 器 ヲ 通 過 セ シメ タ ル モ ノ ニ テハ8例 中7例,尿 沈 渣 ハ

Mandler氏 濾 過 器 通過 濾 液 ニ テハ5例 中4例 轟於 テ何 レモ夫 々著 明 ナル 症状 ヲ起 シ得 タ リ.今
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是 等 ノ諸成 績 ニ徴 ス レバ假 令 其 ノ本 態 ハ不 明 ナ リ ト雖,本 病 病 原 體 ノ濾 過性 ヲ承 容 セザ ル ベ カ

ラザル ニ至 レル ガ如 シ.殊 ニ興 味 アル ハ 此 等 血 液濾 液 ヲ使 用 シテ血 液 其 ノ儘 ヲ接 種 セ シ場 合 ヨ

リモ更 ニ大 ナル陽 性 率 ヲ得 タ ル事 實(第5章 第2節 參 照)ナ リ.此 レ恰 モ濾 過 ナル 操 作 ニ ヨリ無

用 ノ夾 雜 物 ヲ去 リ病 毒 ヲ比 較 的純 粹 且 濃 厚 ニ取 リ出 シ得 タ ル カ ノ觀 ヲ吾 人 ニ與 フル モ ノ ナ リ.

第4項 　 何 レノ動 物 最 モ感 受性 強 キ ヤ

本問題 ニ關 シテハ從來猶未解 決ノ儘 ニ在 リ. Bruce11)氏 モ何 レノ實驗 動物 ノ五 日熱 ニ最 モ感受性強 キヤニ

關 シテハ疑問ナ リト謂 ヘリ.

先 ヅ猿 ニ就テ觀ル ニ其 ノ感受性確實 ナラズ. Arkwrighi1)氏 ハ感染 セ ル虱排泄物 ヲ接 種 セルモ何 レモ特殊

ノ反應 ヲ呈 セザ リシヲ觀 察 シ, Schilling45)氏ハ猿 ノ1種 ナルMakakoノ 腹腔 ニ枸櫞酸曹達 加血液 ヲ接種 シ

テ21日 目ニ短期持續 ノ輕度 熱上昇ヲ見 タルヲ報 ゼルモ,果 シテ其 ノ輕度熱上昇 ノ ミヲ以テ罹患セルヤ否ヤ

疑間無 キニ非 ズ.此 他文獻 ニ據 レバ人體 ニハ容易 ニ五 日熱 ヲ移植セ シメ得ル所 ヨ リ觀 レバ 猿 ノ感受性強 キ

ニ非ザ ルカヲ疑ハ シムル モ,其 ノ例數 多カラザ ルヲ以テ 今直 チニ感受 性強 シ ト斷定 スルハ早計ナ リト謂 フ

可 シ.

犬 ニ就テ行ハ レタル實 驗ハ例數 ニ乏 シク(Werner & Benzler60,61)),猫 ニ就テハStrisower50)氏 等感受 性大

ナルヲ説 ケ リ.

家兎 ハBrasch10), Strisower60), Werner58-64,69)氏 等 ニヨリテ實驗 ニ使 用 サ レ,一 般 ニ感受性無 キ力或ハ

乏 シキモ ノトセ ラル.是 ニ反 シテ吉野67)氏,Ledingham32)氏 ハ家兎ニ於テ陽性成績 ヲ得タル ヲ報 ゼリ.

海狸及 ビ「マウス」ニ就テハ殆 ド總テ ノ諸家此 ノ感受性 ヲ認 メ,就 中Strisower60)氏 ハ「マウス」ノ感受性強

キヲ説 ケ リ.

此他Thomer55)氏 ハ白「マウス」及 ビ鶏 ヲ使 用 シテ陰性 ノ成績 ヲ得 タ リト云 フ.

諸家 ニヨ リ實驗 ニ供 セラ レシ材料 ノ種類竝 ニ量 ノ多寡 及 ビ接種 方法 等一樣ナ ラズ.從 ツテ直 ニ 各種動物

ノ感受性 ヲ相比 スルハ固 ヨリ不可能 ト信 ズルモ,以 上文獻 ニ現ハ レタル所 ニヨ リ按 ズル ニ,海 〓,「マウス」

最 モ感受性 ニ富 ミ,猫 之 ニ次 ギ,犬,猿,家 兎等 ハ成績一定 ナラザ ルモ前3者 ニ比 ス レバ 感受性乏 シキガ

如 シ.

余 ノ實 驗 ニ於 テ患 者 並 ニ試 獸 ヨ リ得 タ ル材 料 ヲ以 テ セル 第 Ⅰ-Ⅶ 代 動 物 ノ罹 患 率 ヲ通 覧 ス

ル ニ,海 〓 ハ66例 中48例 即 チ72.7%,「 マ ウス」 ハ103例 中41例 即 チ39.8%,ノ 陽性 成 績 ヲ

示 セ リ.家 兎 ニ ア リテ ハ44例 中22例 即 チ50.0%ノ 罹 患 率 ヲ得,然 モ海 〓,「 マ ウ ス」 ニ比 シ

更 ニ著 明 ナ ル麻 痺 ヲ認 メタ リ.

之 ヲ要 スル ニ,余 ガ實 驗 ニ徴 スル ニ海 〓 ニ於 テ感 受性 最 モ 強 ク,家 兎,「 マ ウ ス」 是 ニ次 グ ノ

觀 ア リ.

第6章 　 結 論

五 日熱 患 者 ノ血 液,尿,及 ビ腦 脊 髓 液 ヲ材料 トセル動 物 接 種 試 驗,該 動 物 ノ血 液 其他 臟 器 乳

116



五 日熱 ノ臨牀的實驗的研 究(第2囘 報告)　 833

劑ヲ以テセル累代移植試驗並 ニ對照試驗 ノ成績 ヨリ結論スルコき次ノ如 シ.

1)　五日熱患者ノ血液,尿 ヲ以テ動物ヲ罹患 セシメ得.而 シテ罹患動物ノ血液其他臟器乳劑

ヲ以テ他ノ健康動物ヲ感染 セシメ,代 ヲ累 ネテ6代 ニ至ルヲ得タ リ.但 シ治癒後血液及 ビ發作

時腦脊髓液ヲ以テ動物ヲ罹患 セシメ得ズ.

2)　實驗ニ使用 セシ患者材料 ノ中,毒 力最モ強大ナルハ發作時血液,發 作時血液(枸櫞酸曹

達加)ニ蒸餾水ヲ加ヘテ溶血現象ヲ起サシメタルモノ及 ビChamberland氏 濾過器通過濾液ニ

シテ殆 ド100%ヲ 示 シ,溶血現象ヲ起サシメタル發作時血液 ノMandler氏 濾過器通過濾液(87.

5%),發 作時白血球(83.3%),發 作時血液(枸櫞酸曹達加)(80.0%),發 作時尿沈渣ノMandler

氏濾過器通過濾液(80.0%)此 ニ次 ギ,發 作時赤血球(42.9%),發 作時尿沈渣(41.2%),發 作時血

漿(40.0%),間 歇時血液(12.5%)ノ 順位ニテ毒性次第ニ減弱ス.

3)　累代移植試驗ニ使用 セシ罹患動物材料ノ中,最 モ罹患率大ナルハ肝臟及 ビ腎臟乳劑ヲ

Chamberland氏 濾過器ニテ濾過 セルモノニシテ,夫 々100.0%, 66.7%ノ 高率ヲ示 シ,腎 臟乳

劑,血 液,脾 臟乳劑,肝 臟乳劑ノ順位ヲ以テ之ニ次 ギ47.3-43.4%ノ 陽性率 ヲ算 シ,骨 髓乳劑

ハ16.7%ニ シテ最モ小ナリ.

4)　發作時血液及 ビ發作時尿沈渣ノ無菌的濾液並ニ罹患動物 ノ肝臟 及 ビ腎臟乳剤 ノ無菌的

濾液ノ他ノ健康動物ニ對 シテ有毒 ナルノ事實ヨリ,本 五日熱病原體 ノ濾過性 タルヲ想像 ス.

5)　實驗動物各代ニ於ケル羅患率ヲ觀ルニ,第 Ⅰ代ハ60.0%,第 Ⅱ 代ハ52.7%,第 Ⅲ 代ハ

38.9%,第 Ⅳ 代ハ55.6%,第 Ⅴ代ハ33.3%,第 Ⅵ 代ハ25.0%,第 Ⅶ 代ハ0%ナ リ.

6)　實驗動物各代 ニ於ケル潜伏期 ヲ觀ルニ,海 〓ニ於テハ第 Ⅰ代13日,第 Ⅱ 代19日,第

Ⅲ 代22日,第 Ⅳ 代10日,「 マウス」ニ於 テハ第Ⅰ代6日,第 Ⅱ代9日,第 Ⅲ 代31日,家

兎ニ於テハ第Ⅱ 代19日,第 Ⅲ 代14日,第 Ⅳ 代26日,第 Ⅴ代14日,第 Ⅵ 代26日 ナ リ.

7)　實驗動物ハ代ヲ累ヌルニ從 ヒ,罹患率ヲ減少 シ潜伏期ヲ延長スル事實ヨリ觀テ,病 原體

ハ累代動物體通過ニ由 リ稀釋 サレ或ハ毒力次第ニ減弱 シ遂 ニ消夫 スルニ至ル モ ノナル ヲ推 知

ス.

8)　實驗動物中海〓及 ビ家兎ノ熱型 ニ就テハ,人體ニ於ケルガ如ク規則正シク且 ツ顯著ナラ

ザレドモ,一 定ノ變動ヲ來 シ時ニ間歇ヲ隔テテ發スル熱發作ヲ見ルコトアリ.

9)　實驗動物中海〓及 ビ家兎ノ血液所見ハ,殆 ド人體ニ於ケルモノニ一致 シ,罹 患 スルヤ白

血球增加 シ中性嗜好顆粒白血球增加,淋 巴細胞減少ヲ來 シ,經 過 ニ從 ヒ兩者 ノ曲線ハ相接近 シ

終ニハ交叉 スルニ至ル.「 エオジン」嗜好細胞,鹽 基性嗜好細胞,單 核細胞亦經過 ニ從 ヒ多少 ノ

増加ヲ示 ス.

10)　實驗動物中海〓最モ感受性強ク家兎及 ビ「マウス」之ニ次グ.

11)　從來往々其ノ感受性 ニ乏 シトセラレタル家兎ニ於テ稍大ナル罹患率 ヲ得,且 ツ其 ノ罹

患スルモノハ比較的顯著ナル症状(麻痺)ヲ 發ス.
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12)　 實 驗動 物 ニ就 テ病 原 體 ノ檢索 ニ努 力 スル モ全 ク陰 性 ナ リ.

13)　 本 五 日熱 症 例 ト鼠咬 症 トハ 直 接 關 係 ナ キ モ ノ ノ如 シ.

(本研究 ノ大要ハ昭和2年4月,日 本内科學會總會 ニ於 テ松 原醫長 ト共 ニ之 ヲ發 表セ リ.)

擱 筆 ニ〓 ミ,終 始御懇篤ナ ル御指導 ト御校閲 ノ勞 ヲ忝 フセシ醫長松 原博 士,種 々ナル 便 宜 ヲ與 ヘラ レタ

ル顧問平井博士,鼠 咬症種分讓 ニ就 キ御配 慮 ニ預 リシ岡山醫大稻田敎 授,分 讓 ヲ快諾 サ レシ同林敎 授,絶 大

ナル御援助 ヲ賜 リシ内科 久島博士,研 究室病理部高橋技術 員 竝 ニ御厚 意 ヲ寄セ ラ レタル内科醫局諸兄姉 ニ

滿腔 ノ感謝 ノ意 ヲ捧 グ.(4.1.11.受 稿)
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附 圖 説 明

Fig. 1. 「マ ウ ス」 第83號, 8/ⅩⅡ 1926接 種, 20/ Ⅰ

1927撮 影.

後 肢 ノ運 動緩 漫 トナ リ,眼 裂 ヲ細 ク シ,體 毛 ヲ

逆 立 テテ 蹲 踞 セ ル ヲ示 ス.

Fig. 2. 家 兎 第9號, 18/Ⅰ 1927接 種, 15/Ⅱ 1927撮

影.

再度 右 後肢 麻痺 著 明 トナ リ衰 弱 セ ル ヲ示 ス.右

後肢 ハ體 ヲ離 レテ外 方 ニ 位置 セ リ.

Fig. 3. 海 〓 第29號, 1/ⅩⅡ 1926接 種, 23/ⅩⅡ 1926

撮影.

歩行 ヲ強 フ レバ右 後肢 ニ麻 痺 ヲ認 ム ルヲ得.衰

弱 蹲 踞 セ ル ヲ示 ス.

Fig. 4. 海〓 第32號, 1/ⅩⅡ 1926接 種, 24/ⅩⅡ 1926

撮 影.

體 毛ヲ逆 立 テ衰 弱蹲 踞 セ ル ヲ示 ス.

Fig. 5. 家兎 第29號, 17/Ⅱ 1927接 種, 27/Ⅲ 1927

撮影

5/Ⅲ 項 ヨ リ後 肢 ノ跛 行 ア リ シモ數 日 ニ シ テ 消

失 セリ.然 ル ニ26/Ⅲ 夜 ヨ リ突 如 後 肢 ノ定 型 的

麻 痺 ヲ起 シ,體 前 進 ニ際 シテハ 纔 カ ニ前肢 ヲ以

テ寸 進 シ得 ル ノ ミ.

Fig. 6. 家 兎 第22號, 19/Ⅰ 1927接 種, 1/Ⅱ 1927撮

影.

體 温 下 降 シ,後 肢 ニ麻 痺 ヲ證 シ,衰 弱 匍 匐 死 ニ

瀕 セ ル ヲ示 ス.

Fig. 7. 家 兎 第37號, 20/Ⅲ 1927接 種, 26/Ⅲ

 1927撮 影.

26/Ⅲ 午 前11時 頃 ヨ リ急 ニ後肢 ヲ跛 行 ス.

Fig. 8. 家 兎 第2號, 15/Ⅰ 1927接 種, 17/Ⅰ 1927撮 影.

後 肢 ノ弛 緩 性 麻 痺 ヲ起 シ腰 部以 下 ノ運 動 全 ク不

能 ナ ル ヲ示 ス.

Fig. 9. 家 兎第49號, 22/Ⅳ 1927接 種, 17/Ⅴ 1927

撮 影.

17/Ⅴ 午 後5時 頃 ヨ リ突 然 主 ト シテ 右 後 肢 ノ 麻

痺 ヲ來 セ リ.本 圖 ハ該 後 肢 ノ外 方 ニ向 ヘ ル ヲ示

ス.

Fig. 10. 家兎 第30號, 1/Ⅲ 1927接 種, 4/Ⅴ 1927

撮 影.

4/Ⅴ 朝 ヨ リ元 氣 ナ ク左後 肢 ヲ前 方 ニ伸 展 セ ル ヲ

示 ス.

Fig. 11. 家 兎 第36號, 20/Ⅲ 1927接 種, 5/Ⅳ 1927

撮 影.

5/Ⅳ 午 前8時 半 ニ至 リ突 然 第2囘 目 ノ後 肢 麻 痺

發 來 セ ル ヲ示 ス.

Fig. 12. 「マ ウ ス」第86號, 8/ⅩⅡ 1926接 種, 20/Ⅰ

 1927撮 影.

20/Ⅰ元 氣衰 へ體 毛 ヲ逆 立 テ 眼 裂 ヲ細 ク シ後 肢 運

動 不全 ヲ起 セ シモ,一 時 稍 恢 復 セ ル ヲ示 ス.

Fig. 13. 海 〓 第36號, 7/ⅩⅡ 1926接 種 , 21/Ⅹ Ⅱ

 1926撮 影.
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食 慾衰 ヘ體 重減 少 シ,體 温 ハ 上 昇 シ衰 弱蹲 踞 セ

ル ヲ示 ス.

Fig. 14. 海 〓 第52號, 31/ⅩⅡ 1926接 種, 8/Ⅰ 1927

撮 影.

腰 部 以 下 ノ麻 痺 セ ル ヲ示 ス.

Fig. 15. 「マ ウ ス」 第99號, 31/ⅩⅡ 1926接 種, 6/Ⅰ 

1927撮 影.

兩後 肢 ノ麻 痺 ヲ來 シ,眼 裂 ヲ細 ク シ蹲 踞 セ ル ヲ

示 ス.

Fig. 16.
 Fig. 17.

 Fig. 18.

 Fig. 22.}
家 兎第3號, 15/Ⅰ 1927接 種. 20/Ⅰ 1927撮

影.

Fig. 16-18 (活 動 寫 眞)ハ 飛躍 ニ際 シ腰 部 以 下

ノ運 動 不確 實 ナ ル ヲ示 シ, Fig. 22ハ 末 期 ニ至

リテ麻 痺 ノ增 進 セ ル ヲ示 ス.

Fig. 19. 「マウ ス」第14號, 12/ⅩⅠ 1926接 種, 24/ⅩⅠ

 1926撮 影.

眼 裂 ヲ細 ク シ體 毛 ヲ逆 立 テ 後 肢 麻 痺 著 明 トナ リ

衰 弱 加 ハ レル ヲ示 ス.

Fig. 20. 「マ ウ ス」第66號, 12/ⅩⅡ 1926接 種, 24/Ⅰ 

1927撮 影.

4/ⅩⅡ 1926罹 患 後 漸 次 輕 快 シ ツ ツア リシ ニ24/Ⅰ 

1927ニ 至 リ後 肢 運 動 緩 漫 トナ リ 衰 弱 死 ニ瀕 セ

ル ヲ示 ス.

Fig. 21. 「マ ウス 」第36號, 22/ⅩⅠ 1926接 種, 26/ⅩⅠ 

1926撮 影.

元 氣衰 ヘ眼 裂 ヲ細 ク シ體 毛 ヲ逆 立 テ 運 動 緩 漫 ナ

ル ヲ示 ス.

Kurze Inhaltsangabe.

Klinische und experimentelle Untersuchungen

 uber Funftagefieber. (Ⅱ. Mitteilung.)

2. Experimentelle Untersuchungen.

Von

Dr. Tadaaki Yagi.

Aus der Abteilung fur innere Medizin des Kurashiki-Zentralhospitals.

(Vorstand: Prof. Dr. R. Matsubara.)

Eingegangen am 11. Januar 1929.

Aus den Uebertragungsversuchen mit dem Blut, Harn und der Zerebrospinalflussig

keit des schon durch den Bericht (Okayama-Igakkai-Zasshi Jg. 40, Nr. 8, 1928.) bekannten 

Funftagefieberkranken und aus denjenigen mit dem Blut und den Organemulsionen der

 mit dieser Krankheit angesteckten Tiere, sowie aus den diesbezuglichen Kontrollver

suchen zieht der Verfasser folgende Schlusse.
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1) Gesunde Tiere wurden krank gemacht nicht nur durch die Uebertragung des

 Blutes und Harnes des Kranken, sondern auch durch die des Blutes und der Organ

emulsionen der erkrankten Tiere. Und zwar hatten solche Versuche Erfolg bis zur Ⅵ.

 Passage.

Durch die Einverleibung der Zerebrospinalflussigkeit des Kranken bei den Anfallen

 und  des Krankenblutes nach der vollstandigen Heilung wurden aber gesunde Tiere

 garnicht beeinflusst.

2) Von den angewendeten Uebertragungsmaterialien aus dem Kranken schienen 

das Blut bei den Anfallen, das durch Zusatz von destilliertem Wasser hamolysierte 

Citratblut und dessen Filtrat durch den Chamberland am giftigsten zu sein. Jedes 

brachte fast stets 100%ige Morbiditat. Die anderen Materialien waren weniger giftig im 

Vergleich zu den genannten, und schwachten in folgender Reihe ihre Toxizitat ab; die 
Materialien bei den Fieberstadien d. h. das Filtrat des hamolysierten Blutes durch den 

Mandlerschen Filter (87.5%), die Leukozyten (83.3%), das Citratblut (80.0%), das Filtrat 

der Harnsedimente durch den Mandlerschen Filter (80.0%), die Erythrozyten (42.9%), 

die Harnsedimente (41.2%), das Serum (40.0%), und das Blut wahrend der Intervalle

 (12.5%).

3) Bei den Uebertragungsversuchen von Tier zu Tier erzeugten das Filtrat der 

Leberemulsion, das den Chamberland passiert hatte und dasjenige der Nierenemulsion 

ziemlich hohe Morbiditat, und zwar das erstere eine 100%ige und das letztere eine 

66.7%ige.

Nachst diesen erwiesen sich die Nierenemulsion, das Blut, die Milz- und Leber

emulsion als giftig und erzeugten 47.4-43.3%ige Morbiditat. Die Knochenmarkemulsion 

aber erzeugte die niedrigste, die nur 16.7% betrug.

4) Gestutzt auf die Tatsache, dass das aseptisch angefertigte Filtrat des Blutes und 

der Harnsedimente bei den Fieberstadien, sowie dasjenige der Leber- und Nierenemul

sion der erkrankten Tiere bei anderen gesunden Funftagefieber hervorrufen konnten, 

halt der Verfasser es fur wahrscheinlich, dass der Krankheitserreger filtrierbar sein 
muss.

5) Die Morbiditat der Versuchstiere war mehr oder weniger verschieden
, je nach

 dem Zeitabschnitt der Passage, und zwar in der Ⅰ. Passage 60.0%, in der Ⅱ. 52.7%, in

 der Ⅲ. 38.9%, in der Ⅳ.55.6%, in der Ⅴ. 33.3%, in der Ⅵ. 25.0%, dagegen in der Ⅶ.

 0%.

6) Bei den erkrankten Tieren war auch die Dauer der Inkubationszeit mehr oder 

weniger verschieden, je nach der Tierart und dem Zeitabschnitt der Passage .
Bei den Meerschweinchen betrug sie in der Ⅰ. Passage 13 Tage, in der Ⅱ. 19 Tage, in

 der Ⅲ. 22 Tage, und in der Ⅳ. 10 Tage; bei den Mausen in der Ⅰ. 6 Tage, in der Ⅱ. 9

 Tage, in der Ⅲ. 31 Tage; und bei den Kaninchen in der Ⅱ . 19 Tage, in der Ⅲ. 14

 Tage, in der Ⅳ. 26 Tage, in der Ⅴ. 14 Tage
, und in der Ⅵ. 26 Tage.
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7) In Anbetracht der Tatsache, dass mehr oder weniger pararell mit der Passage 

die Morbiditat immer weiter abnahm und die Dauer der Inkubationszeit sich verlangerte,

 drangt sich dem Verfasser der Gedanke auf, dass die Erreger in den Materialien durch

 die Tierpassage an Zahl und Giftigkeit allmahlich abnahmen, um endlich in der Ⅶ.

 Passage ganz zu verschwinden oder avirulent zu werden.

8) Der Fieberverlauf bei den erkrankten Kaninchen und Meerschweinchen zeigte 

sich im Allgemeinen viel weniger regelmassig und deutlich, verglichen mit demjenigen 

beim Kranken, aber nur bei wenigen Fallen zeigte die Temperatur im Verlauf ziemlich 

deutliche Anstiege mit regelmassigen Intervallen.

9) Grosstenteils deckte sich das Blutbild der erkrankten Meerschweinchen und 

Kaninchen mit dem des Kranken. Im Anfangsstadium der Erkrankung nahmen die 

Leukozyten an Zahl zu, und dabei vermehrten sich die neutrophilen im Prozentsatz, 

wahrend die Lymphozyten umgekehrt sich verminderten.

Die Prozentkurven der beiden Zellarten naherten sich spater Schritt fur Schritt mit 

dem Verlauf der Erkrankung, um sich endlich zu kreuzen.

Andrerseits vermehrten sich auch die eosinophilen, basophilen und mononuklearen 

Zellen mehr oder weniger mit dem Verlauf der Erkrankung.

10) Unter den Versuchstieren waren die Meerschweinchen am empfanglichaten fur

 die Erkrankung, nichst diesen die Kaninchen und Mause.

11) Im Gegensatz zu der allgemein verbreiteten Ansicht, dass die Kaninchen an

 und  fur sich fur die Erkrankung wenig empfanglich sind, zeigte sich die Morbiditat bei

 denselben nach den Untersuchungen des Verfassers deutlich gross, wie oben erwahnt,

 und  die erkrankten Tiere boten stets relativ auffallende Symptome (besonders Lahmung)

 dar.

12) Trotz der sorgfaltigsten Untersuchungen war der Verfasser nicht imstande, 

einen sichtbaren Erreger nachzuweisen.

13) Es ist gewiss, dass dieser Fall mit der Rattenbisskrankheit direkt nichts zu tun 

hat. (Autoreferat.)
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